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コロナ禍を含む６年間の在任期間中、「グローカル教育拠点」を目指して教育研究環境の
充実を図り、人件費を中心とした財政・組織改革もスピード感を持って進め、本学の発展に
尽力しました。今号では佐野輝学長の退任記念特集を掲載しています。

表紙イラスト はらぐちあつこ（イラストレーター）
　鹿児島大学法文学部法政策学科卒。電力会社勤務を経て、桑沢デザ
イン研究所ビジュアルデザイン科修了。東京のデザインコンサルティング会社でVI・CIデザイ
ン制作業務の他、歴史絵本制作にも携わる。2015年より峰岸達氏に師事。2020年より福岡市
に移住し、フリーランスのイラストレーターとして活動中。

今号の表紙「第13代　鹿児島大学長　佐野 輝」

Instagramでも情報発信中！
kagoshima_univ.koho

＊本誌デザイン基本色には、鹿児島大学が開発した
「かごんまの色®」を使用しています。

28
m
先
に
あ
る
直
径
36
㎝
の
的
に
中

た
っ
た
矢
の
的
中
数
を
競
い
ま
す
。
大

学
弓
道
は
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
入
場
や
か

け
声
も
あ
り
、
そ
の
盛
り
上
が
り
も
魅

力
の
１
つ
で
す
。

　
個
人
競
技
を
思
わ
れ
る
弓
道
で
す

が
、
私
た
ち
は
団
体
戦
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
チ
ー
ム
全
員
で
カ
バ
ー
し
合
い
、

高
い
的
中
を
出
し
た
と
き
の
一
体
感
は

弓
道
で
し
か
味
わ
え
ま
せ
ん
。

水
・
土
の
週
2
日
、
部
全
体
で
合
同
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
弓
道
場
は
24
時
間

使
用
で
き
る
た
め
、
大
会
に
出
場
す
る

メ
ン
バ
ー
は
各
々
空
き
時
間
に
自
主
練

習
を
し
、
射
技
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。

部 員 数：72名［男44名・女28名］

活動場所：鹿児島大学内弓道場

活動日時：毎日 18：00～21：00
土 9：00～12：00

DATA ※2025年2/6 時点

SNS & CONTACT

お問合せ・
入部希望等はこちらから

X

Q
弓
道
競
技
と
は
？

Q
弓
道
部
の
魅
力
は
？

Q
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

弓道部を動
画でご紹介

!!

弓道部
鉄
心
石
腸
〜
ゆ
る
が
な
い
想
い
を
矢
に
の
せ
て
〜
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鹿
児
島
大
学
長
の
任
期
中
に
取
り
組

ん
だ
改
革
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
か
？
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│
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│
│
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│
│
│
│
│
│
│
│
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就
任
時
の
所
信
表
明
で
、
私
は
４
つ
の

目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
地
域

課
題
へ
の
対
処
」「
国
際
的
に
活
躍
で
き

る
人
材
の
育
成
」「
国
際
レベル
の
研
究
の

推
進
」「
経
営
を
含
め
た
大
学
改
革
」
で

す
。
就
任
初
年
度
、南
北
６
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
広
が
る
鹿
児
島
大
学
キ
ャンパ
ス
の

ほ
ぼ
全
て
の
附
属
施
設
を
視
察
し
、
鹿

児
島
大
学
の
強
み
や
課
題
を
実
感
し
ま
し

た
。
中
に
は
「
学
長
が
来
ら
れ
た
の
は
初

め
て
で
す
」
と
言
わ
れ
た
施
設
も
あ
り
ま

し
た
が
、「
百
聞
は一見
に
如
か
ず
」
で
す
。

地
域
課
題
へ
の
対
処
と
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？
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│
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│
│
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│
│
│
│
│
│
│
│
│

ま
ず
、
地
域
貢
献
に
資
す
る
本
学
の

研
究
シ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
機
能
強
化

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、

「
オ
ー
プ
ン
実
証
ラ
ボ
・
実
証
フィ
ー
ル
ド
」

を
学
内
の
ほ
か
、徳
之
島
、沖
永
良
部
島
、

甑
島
、
与
論
島
の
計
９
カ
所
に
設
置
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
の
研
究
成
果
を
地
域

社
会
に
公
開
し
地
域
に
還
元
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
潜
在
地
域
課
題
の
発
掘

を
進
め
て
い
ま
す
。
廃
校
と
な
っ
て
い
た

旧
財
部
高
校
跡
地
を
活
用
し
て
「
南
九

州
畜
産
獣
医
学
拠
点
（
S
K
L
V
）」

を
整
備
す
る
な
ど
、
地
域
自
治
体
と
の

連
携
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

S
K
L
V
に
お
い
て
は
、
昨
年
４
月
の
開

設
以
来
、
10
カ
月
で
１
万
7
0
0
0
人

と
曽
於
市
人
口
の
半
分
を
超
え
る
来
場

者
に
恵
ま
れ
、
地
域
創
生
の
見
本
と
な

る
発
展
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

S
D
G
s
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

も
加
速
し
て
き
ま
し
た

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

本
学
で
は
S
D
G
s
の
理
念
と
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
を
広
く
発
信
す
る
た

め
の
推
進
本
部
を
令
和
3
年
に
設
置
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
９
学
部
９
大
学
院
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
と
し
て
、
教
職

員
の
み
な
ら
ず
、
学
生
や
関
係
者
一
丸
と

な
っ
た
「
オ
ー
ル
鹿
大
」
で
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
農
学
部
附
属
高
隈
演
習
林
で
は
森

林
が
持
続
可
能
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
、
令
和
４
年
、
S
G
E
C

森
林
認
証
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
海
と
火
山
と
島
々
か
ら
な

る
豊
か
な
自
然
環
境
や
農
・
畜
産
・
水

産
業
を
守
り
続
け
て
き
た
本
学
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で

S
D
G
s
達
成
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
材
育
成
に
は
ど
の
よ

う
な
視
点
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化
や
地
球
規

模
で
の
環
境
変
動
な
ど
、
将
来
の
予
測

が
困
難
な
時
代
で
す
が
、
大
学
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
既
成
概
念
に
捉
わ
れ
な

い
先
鋭
的
視
点
で
問
題
解
決
で
き
る
人

材
育
成
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
地
域
と
世

界
を
結
ぶ
グ
ロ
ー
カ
ル
な
視
野
と
、
多
様

な
文
化
を
理
解
し
尊
重
す
る
精
神
を
育

む
教
育
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

佐野輝学長退任記念特集 「グローカル教育研究拠点」を目指し、駆け抜けた6年間の取組み
～コロナ禍を乗り越えた佐野輝学長体制の鹿大を振り返る～ 佐

野
輝
学
長
退
任
記
念
特
集

平
成
31
年
４
月
か
ら
鹿
児
島

大
学
長
と
し
て
６
年
間
尽
力
し

て
き
た
佐
野
輝
学
長
が
、
令
和

７
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
し

ま
す
。

今
号
の
特
集
で
は
、
佐
野
学

長
が
取
り
組
ん
で
き
た
教
育
研

究
の
強
化
策
や
経
営
改
革
。
さ

ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
な
ど
、

佐
野
学
長
の
コ
メ
ン
ト
を
も
と

に
、
鹿
児
島
大
学
の
６
年
間
を

振
り
返
り
ま
す
。

「
グ
ロ
ー
カ
ル
教
育
研
究
拠
点
」を
目
指
し
、

駆
け
抜
け
た
6
年
間
の
取
り
組
み

〜
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
佐
野
輝
学
長
体
制
の
鹿
大
を
振
り
返
る
〜

昭和56年3月 神戸大学医学部医学科卒業
昭和60年3月 愛媛大学大学院医学研究科博士課程修了（医学博士号取得）
平成14年9月 鹿児島大学医学部教授
平成25年4月 鹿児島大学医学部長（～平成29年3月）
平成29年4月 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科長（～平成31年3月）
平成31年4月 国立大学法人鹿児島大学長（～現在）

佐野 輝 学長プロフィール
あきらさ の

グ
ロ
ー
カ
ル
教
育
研
究
拠
点
と
し
て
の

鹿
児
島
大
学
の
存
在
感
を
高
め
る

世界水準の獣医学教育を目指す「南九州畜産獣医学拠点」。曽於市の新
たな産業や雇用の創出、交流人口の増加など、地域活性化への貢献も期
待されている

垂水市面積の４分の１を占め、教育実習や研究活動に利用されている高
隈演習林。国内の大学演習林としては4例目となるSGEC森林認証を取
得した

就任時の所信表明
（グローカル教育研究拠点を目指す取り組み）

⑴南九州・南西諸島を中心とした地域が抱える課題に対処します。
　－強み・特色を生かした教育研究の強化策－
⑵大学院を含めた入試・教育制度改革で国際的に活躍できる人材を
育成します。
　－学生の国際化、教育体制の国際標準化を目指します－
⑶学内資源を生かし国際レベルの研究を推進します。
　－基礎研究・応用研究を支援し、イノベーション創出します－
⑷大学運営の最終責任を負い、課せられた責務を果たします。
　－財務基盤の強化を図り、経営を含めた大学改革・
　　ガバナンス改革を行い、継続性のある大学の発展を目指します－
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て
６
年
間
尽
力
し

て
き
た
佐
野
輝
学
長
が
、
令
和

７
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
し

ま
す
。

今
号
の
特
集
で
は
、
佐
野
学

長
が
取
り
組
ん
で
き
た
教
育
研

究
の
強
化
策
や
経
営
改
革
。
さ

ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
な
ど
、

佐
野
学
長
の
コ
メ
ン
ト
を
も
と

に
、
鹿
児
島
大
学
の
６
年
間
を

振
り
返
り
ま
す
。

「
グ
ロ
ー
カ
ル
教
育
研
究
拠
点
」を
目
指
し
、

駆
け
抜
け
た
6
年
間
の
取
り
組
み

〜
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
佐
野
輝
学
長
体
制
の
鹿
大
を
振
り
返
る
〜

昭和56年3月 神戸大学医学部医学科卒業
昭和60年3月 愛媛大学大学院医学研究科博士課程修了（医学博士号取得）
平成14年9月 鹿児島大学医学部教授
平成25年4月 鹿児島大学医学部長（～平成29年3月）
平成29年4月 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科長（～平成31年3月）
平成31年4月 国立大学法人鹿児島大学長（～現在）

佐野 輝 学長プロフィール
あきらさ の

グ
ロ
ー
カ
ル
教
育
研
究
拠
点
と
し
て
の

鹿
児
島
大
学
の
存
在
感
を
高
め
る

世界水準の獣医学教育を目指す「南九州畜産獣医学拠点」。曽於市の新
たな産業や雇用の創出、交流人口の増加など、地域活性化への貢献も期
待されている

垂水市面積の４分の１を占め、教育実習や研究活動に利用されている高
隈演習林。国内の大学演習林としては4例目となるSGEC森林認証を取
得した

就任時の所信表明
（グローカル教育研究拠点を目指す取り組み）

⑴南九州・南西諸島を中心とした地域が抱える課題に対処します。
　－強み・特色を生かした教育研究の強化策－
⑵大学院を含めた入試・教育制度改革で国際的に活躍できる人材を
育成します。
　－学生の国際化、教育体制の国際標準化を目指します－
⑶学内資源を生かし国際レベルの研究を推進します。
　－基礎研究・応用研究を支援し、イノベーション創出します－
⑷大学運営の最終責任を負い、課せられた責務を果たします。
　－財務基盤の強化を図り、経営を含めた大学改革・
　　ガバナンス改革を行い、継続性のある大学の発展を目指します－
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鹿
児
島
大
学
の
研
究
力
を
上
げ
る
た

め
の
取
り
組
み
と
は
？

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

鹿
児
島
大
学
は
2
0
1
9
年
版

「
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

1
0
0
0
位
外
へ
陥
落
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
障
壁
に
な
り
か
ね
な
い
と
危
機
感
を

覚
え
た
の
で
、
各
分
野
の
研
究
の
充
実
を

図
る
た
め
に
財
政
面
で
の
改
革
を
進
め
、

稲
盛
和
夫
基
金
な
ど
も
活
用
す
る
こ
と

に
し
た
の
で
す
。
経
営
改
革
の
項
で
後
ほ

ど
詳
細
を
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

若
手
研
究
者
や
、
競
争
的
資
金
獲
得
の

難
し
い
基
礎
研
究
、
人
文
社
会
学
分
野

な
ど
へ
の
支
援
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
令
和
４
年
に
は
、
研
究

者
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
追
加

し
、「
南
九
州・南
西
諸
島
域
イ
ノベー
ショ

ン
セ
ン
タ
ー
」
を
始
動
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
基
礎
研
究
か
ら
社
会
実
装
ま

で
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
や
、
総
合
大
学

の
強
み
を
生
か
し
た
異
分
野
融
合
型
研

究
の
支
援
体
制
も
構
築
で
き
ま
し
た
。

昨
年
、
日
経
H
R
と
日
本
経
済
新
聞

が
公
表
し
た
企
業
の
人
事
担
当
者
か
ら

見
た
「
大
学
イ
メ
ー
ジ
調
査
」
に
よ
る
と
、

本
学
は
「
大
学
の
取
り
組
み
」
ラ
ン
キ
ン

グ
で
全
国
１
位
、「
採
用
を
増
や
し
た
い

大
学
」
で
は
全
国
２
位
と
い
う
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
部
局
・
分

野
を
超
え
て
国
際
レベル
の
イ
ノベー
ション

を
創
出
で
き
る
基
礎
研
究
・
応
用
研
究

を
推
し
進
め
、
魅
力
あ
る
大
学
と
し
て

存
在
感
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
特
性
を
生
か
し
た
教
育
研
究
と

は
ど
う
いっ
た
も
の
で
す
か
？

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

鹿
児
島
に
は
、
南
北
６
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
い
う
広
範
囲
に
わ
た
る
豊
か
な
自

然
環
境
や
、
我
が
国
の
近
代
化
を
支
え

た
多
く
の
人
材
を
育
ん
で
き
た
教
育
的

精
神
的
伝
統
な
ど
を
踏
ま
え
た
独
自
の

研
究
s
e
e
d
s
が
あ
り
ま
す
。
先
に

挙
げ
た
「
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
事

業
」
も
、
畜
産
の
盛
ん
な
鹿
児
島
県
な

ら
で
は
の
取
り
組
み
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
鹿
児
島
県
を
中
心
と
し

た
地
域
航
空
を
永
続
的
・
安
定
的
に
支

え
る
た
め
の
「
地
域
密
着
パ
イ
ロ
ッ
ト
人

財
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
離
島
へ
き
地
を
含

む
地
域
医
療
に
関
わ
る
人
的
資
源
の
質

と
量
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地

域
医
療
・
離
島
医
療
人
材
育
成
」、
鹿
児

島
・
南
九
州
の
地
域
活
性
化
の
重
要
な

戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
「
地
域

人
材
育
成
プ
ラ
ッ
ト
フォ
ー
ム
」、
鹿
児
島

の
近
代
化
に
関
す
る
研
究
を
促
進
す
る

「『
鹿
児
島
の
近
現
代
』
教
育
研
究
拠
点

事
業
」、
本
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
貴
重

書
で
あ
る
玉
里
文
庫
の
保
存
事
業
の
充
実

を
目
的
と
し
た
「
か
ぎ
ん
『
玉
里
文
庫
』

貴
重
書
保
存
事
業
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

就
任
時
に
は
人
件
費
が
４
億
円
不
足

し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
が

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

平
成
27
年
度
か
ら
本
学
に
も
年
俸
制

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
外
部
資
金
を

多
く
取
れ
る
教
員
の
給
与
増
額
が
相
次

ぎ
、
財
政
悪
化
を
招
く
原
因
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
若
手
研
究
者
の
ポ
ス

ト
待
ち
が
長
期
化
す
る
と
い
う
問
題
も
生

じ
ま
す
。
と
う
と
う
平
成
31
年
度
予
算

で
は
人
件
費
が
４
億
円
不
足
す
る
事
態

と
な
り
、
教
育
研
究
基
盤
経
費
を
人
件

費
に
充
て
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
ま

し
た
。

人
件
費
率
の
突
出
し
た
本
学
の
財
政

体
質
を
改
善
す
る
た
め
に
経
営
改
革
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
そ
れ
と
と

も
に
取
り
掛
か
っ
た
の
が
組
織
全
体
で
の

I
R
（Institutional Research

）
活

用
と
デ
ー
タ
収
集
に
つ
い
て
の
意
識
改
革

で
す
。
I
R
体
制
整
備
の一
環
と
し
て
教

育
研
究
業
務
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
改
善
し
、

こ
れ
を
研
究
s
e
e
d
s
の
発
掘
に
活

用
さ
せ
ま
し
た
。
令
和
２
年
に
は
ク
ロ
ス

ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
よ
り
I
R
担
当
の
特

任
教
授
を
、
令
和
３
年
に
は
学
長
補
佐

を
配
置
し
、
教
職
員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を

年
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
か

ら
は
、
国
立
大
学
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー

ド
に
則
っ
た
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
か
新

監
事
の
も
と
業
務
監
査
を
進
め
、
効
率

的
な
運
営
と
適
切
な
業
務
遂
行
を
図
っ
て

い
ま
す
。

政
府
・
文
部
科
学
省
は
、
大
学
の
経

営
力
を
強
化
す
る
手
法
と
し
て
、
若
手

研
究
者
の
活
躍
を
促
進
し
、
大
学
の
「
イ

ノベー
シ
ョン
拠
点
化
」
を
進
め
る
こ
と
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
業

績
評
価
や
処
遇
へ
の
反
映
、
エ
フ
ォ
ー
ト

管
理
の
設
定
、
若
手
や
シ
ニ
ア
教
員
の
メ

リ
ハ
リ
あ
る
処
遇
な
ど
多
様
な
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
を
踏
ま
え
た
人
事
給
与
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
係
る
基
本
原
則
を
設
定
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
学
で
も
、
研
究
力
向
上
の
た
め
の

実
行
策
を
着
々
と
進
め
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
令
和
元
年
か
ら
開
始
さ
れ
た

「
若
手
研
究
者
支
援
事
業
」
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
野
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
若
手

研
究
者
を
育
成
す
る
支
援
事
業
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
将
来
有
望
な
女
性
研

究
者
・
若
手
研
究
者
の
研
究
力
向
上
を

目
的
と
し
た
称
号
付
与
制
度
や
、
基
礎

研
究
に
専
念
で
き
る
環
境
を
若
手
研
究

者
に
提
供
す
る
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
研
究

力
の
特
に
優
れ
た
教
員
の
昇
任
制
度
な

ど
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
研
究
者
が
活

躍
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

組
織
整
備
概
算
要
求
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
も
改
革
の
弾
み
に
な
っ
た
の
で
は
？

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

こ
の
数
年
間
、
毎
年
組
織
整
備
の
概

算
要
求
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
教

員
人
件
費
を
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、「
南
九
州
畜
産
獣
医
学

拠
点
」「
先
進
的
生
命
科
学
研
究
推
進
セ

ン
タ
ー
」「
農
学
部
改
組
」「
オ
ー
プ
ン
サ

イ
エ
ン
ス
推
進
事
業
」
な
ど
の
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
戦
力
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、「
地
域
中
核
・
特
色
あ
る

研
究
大
学
」
の
連
携
に
よ
る
産
学
官
連

携
・
共
同
研
究
施
設
整
備
事
業
（
令
和

４
年
度
交
付
額
４
・
３
億
円
）
や
、
内

閣
府
「
地
域
中
核
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
環
境
強
化
事
業
」
に
採
択
さ
れ
（
令

和
５
年
度
・
令
和
６
年
度
に
各
１
億
円
、

総
額
２
億
円
）、
さ
ら
な
る
事
業
費
継
続

に
ア
ワ
ー
ド
審
査
を
申
請
中
で
す
。

そ
の
後
も
、
大
学
・
高
専
機
能
強
化

支
援
事
業
「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確

保
に
向
け
た
機
能
強
化
に
係
る
支
援
」

の
支
援
２
大
学
一
般
と
し
て
10
年
間
で
７

億
６
０
０
０
万
円
、さ
ら
に
、「
地
域
中
核
・

特
色
あ
る
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

（
J

－

P
E
A
K
S
）」
の
連
携
大
学
と

し
て
、
５
年
間
で
６
億
７
５
０
０
万
円
の

予
算
配
分
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

佐野輝学長退任記念特集 「グローカル教育研究拠点」を目指し、駆け抜けた6年間の取組み
～コロナ禍を乗り越えた佐野輝学長体制の鹿大を振り返る～

国
際
レ
ベ
ル
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

財
政
破
綻
状
態
か
ら
の

経
営
改
革

2023年6月7日発売「日経キャリアマガジン特別編集 
価値ある大学 就職力ランキング 2023-2024」掲載

日本経済新聞社と日経HRによる
企業の人事担当者から見た
大学イメージ調査

大学の取り組み
ランキング

1位全国

就職力
ランキング

2位九州･
沖縄
地区

地域密着パイロット
人財創出プログラム

日本航空株式会社（JAL）、日本エアコミュー
ター株式会社（JAC）、本学の3者による連携協力
協定に基づくプログラム。鹿児島県を中心とした
地域航空を永続的・安定的に支えていくため、パ
イロットを目指す人
財の裾野の拡大・発
掘・育成を目的とし
ている。

地域医療・離島医療人材育成

鹿児島県と共働した医師修学資金貸与制度を
有機的に機能させ、離島へき地を含む地域医療で
実働できる医師127名と医学生103名を新たに
排出。九州の国立大学で最も早く「看護師特定行
為研修機関」にも認
定され、離島へき地
で安全安心な医療を
提供できる人材を育
成。

「鹿児島の近現代」
教育研究拠点整備事業

近現代の歴史研究を要とする「『鹿児島の近現
代』教育研究基盤整備事業」と、そこから得られた
ヒントを地域社会に活かす「地域マネジメント教育
研究推進事業」の2つの柱から成る。シンポジウム
など研究成果の発表
や、出前授業などを
通じた郷土教育など
にも力を入れてい
る。

かぎん「玉里文庫」貴重書保存事業

島津久光の直筆本、和漢書の
写本類、薩摩藩関係史誌、幕末
洋学関係翻訳書の写本など、本
学が所蔵する玉里島津家蔵書の
保存事業。かぎん「玉里文庫」貴
重書保存事業基金の支援をいた
だき、デジタル画像化事業およ
び画像の活用事業に取り組んで
いる。

政府・文部科学省の考える経営改革
大学のイノベーション創出力の飛躍的強化を促す改革の連鎖

推進方法

中央教育
審議会中間
まとめ

大学
ガバナンス
コード

中央教育
審議会答申

大学改革
方針

運用指針

法改正

改革の
推進

30
年度

31
年度

改革メニュー

I. 若手研究者の活躍促進
❶人事給与マネジメントに係る基本原則の設定
　（業務評価、処遇への反映やエフォート管理等）
❷「業績評価、人事給与改革の運用指針の策定
　（年俸制、クロスアポイントメント、関門評価等）
❸若手研究者の研究力の強化
　（自立した研究環境整備、国際性の涵養等）

研究者の意欲や能力の向上に資するシニアの
メリハリのある処遇と、若手の躍進

II. 大学のイノベーション拠点化
❶経営的視点に基づく大学運営の重要性の明記
❷経営と教学の機能分担
ⅰ）研究大学における、学長（経営責任者）とプロポ
スト（教学責任者）の機能分担

ⅱ）１法人複数大学制度の創設（→組織再編）
❸広く学外の声を取り入れた大学運営
ⅰ）産業界等の外部理事の複数登用のルール化
ⅱ）経営協議会の審議活性化
❹経営人材キャリアパスの形成
　（学長補佐、海外一流大学での経営経験等）
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鹿
児
島
大
学
の
研
究
力
を
上
げ
る
た

め
の
取
り
組
み
と
は
？

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

鹿
児
島
大
学
は
2
0
1
9
年
版

「
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

1
0
0
0
位
外
へ
陥
落
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
障
壁
に
な
り
か
ね
な
い
と
危
機
感
を

覚
え
た
の
で
、
各
分
野
の
研
究
の
充
実
を

図
る
た
め
に
財
政
面
で
の
改
革
を
進
め
、

稲
盛
和
夫
基
金
な
ど
も
活
用
す
る
こ
と

に
し
た
の
で
す
。
経
営
改
革
の
項
で
後
ほ

ど
詳
細
を
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

若
手
研
究
者
や
、
競
争
的
資
金
獲
得
の

難
し
い
基
礎
研
究
、
人
文
社
会
学
分
野

な
ど
へ
の
支
援
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
令
和
４
年
に
は
、
研
究

者
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
追
加

し
、「
南
九
州・南
西
諸
島
域
イ
ノベー
ショ

ン
セ
ン
タ
ー
」
を
始
動
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
基
礎
研
究
か
ら
社
会
実
装
ま

で
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
や
、
総
合
大
学

の
強
み
を
生
か
し
た
異
分
野
融
合
型
研

究
の
支
援
体
制
も
構
築
で
き
ま
し
た
。

昨
年
、
日
経
H
R
と
日
本
経
済
新
聞

が
公
表
し
た
企
業
の
人
事
担
当
者
か
ら

見
た
「
大
学
イ
メ
ー
ジ
調
査
」
に
よ
る
と
、

本
学
は
「
大
学
の
取
り
組
み
」
ラ
ン
キ
ン

グ
で
全
国
１
位
、「
採
用
を
増
や
し
た
い

大
学
」
で
は
全
国
２
位
と
い
う
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
部
局
・
分

野
を
超
え
て
国
際
レベル
の
イ
ノベー
ション

を
創
出
で
き
る
基
礎
研
究
・
応
用
研
究

を
推
し
進
め
、
魅
力
あ
る
大
学
と
し
て

存
在
感
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
特
性
を
生
か
し
た
教
育
研
究
と

は
ど
う
いっ
た
も
の
で
す
か
？

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

鹿
児
島
に
は
、
南
北
６
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
い
う
広
範
囲
に
わ
た
る
豊
か
な
自

然
環
境
や
、
我
が
国
の
近
代
化
を
支
え

た
多
く
の
人
材
を
育
ん
で
き
た
教
育
的

精
神
的
伝
統
な
ど
を
踏
ま
え
た
独
自
の

研
究
s
e
e
d
s
が
あ
り
ま
す
。
先
に

挙
げ
た
「
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
事

業
」
も
、
畜
産
の
盛
ん
な
鹿
児
島
県
な

ら
で
は
の
取
り
組
み
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
鹿
児
島
県
を
中
心
と
し

た
地
域
航
空
を
永
続
的
・
安
定
的
に
支

え
る
た
め
の
「
地
域
密
着
パ
イ
ロ
ッ
ト
人

財
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
離
島
へ
き
地
を
含

む
地
域
医
療
に
関
わ
る
人
的
資
源
の
質

と
量
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地

域
医
療
・
離
島
医
療
人
材
育
成
」、
鹿
児

島
・
南
九
州
の
地
域
活
性
化
の
重
要
な

戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
「
地
域

人
材
育
成
プ
ラ
ッ
ト
フォ
ー
ム
」、
鹿
児
島

の
近
代
化
に
関
す
る
研
究
を
促
進
す
る

「『
鹿
児
島
の
近
現
代
』
教
育
研
究
拠
点

事
業
」、
本
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
貴
重

書
で
あ
る
玉
里
文
庫
の
保
存
事
業
の
充
実

を
目
的
と
し
た
「
か
ぎ
ん
『
玉
里
文
庫
』

貴
重
書
保
存
事
業
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

就
任
時
に
は
人
件
費
が
４
億
円
不
足

し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
が

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

平
成
27
年
度
か
ら
本
学
に
も
年
俸
制

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
外
部
資
金
を

多
く
取
れ
る
教
員
の
給
与
増
額
が
相
次

ぎ
、
財
政
悪
化
を
招
く
原
因
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
若
手
研
究
者
の
ポ
ス

ト
待
ち
が
長
期
化
す
る
と
い
う
問
題
も
生

じ
ま
す
。
と
う
と
う
平
成
31
年
度
予
算

で
は
人
件
費
が
４
億
円
不
足
す
る
事
態

と
な
り
、
教
育
研
究
基
盤
経
費
を
人
件

費
に
充
て
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
ま

し
た
。

人
件
費
率
の
突
出
し
た
本
学
の
財
政

体
質
を
改
善
す
る
た
め
に
経
営
改
革
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
そ
れ
と
と

も
に
取
り
掛
か
っ
た
の
が
組
織
全
体
で
の

I
R
（Institutional Research

）
活

用
と
デ
ー
タ
収
集
に
つ
い
て
の
意
識
改
革

で
す
。
I
R
体
制
整
備
の一
環
と
し
て
教

育
研
究
業
務
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
改
善
し
、

こ
れ
を
研
究
s
e
e
d
s
の
発
掘
に
活

用
さ
せ
ま
し
た
。
令
和
２
年
に
は
ク
ロ
ス

ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
よ
り
I
R
担
当
の
特

任
教
授
を
、
令
和
３
年
に
は
学
長
補
佐

を
配
置
し
、
教
職
員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を

年
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
か

ら
は
、
国
立
大
学
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー

ド
に
則
っ
た
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
か
新

監
事
の
も
と
業
務
監
査
を
進
め
、
効
率

的
な
運
営
と
適
切
な
業
務
遂
行
を
図
っ
て

い
ま
す
。

政
府
・
文
部
科
学
省
は
、
大
学
の
経

営
力
を
強
化
す
る
手
法
と
し
て
、
若
手

研
究
者
の
活
躍
を
促
進
し
、
大
学
の
「
イ

ノベー
シ
ョン
拠
点
化
」
を
進
め
る
こ
と
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
業

績
評
価
や
処
遇
へ
の
反
映
、
エ
フ
ォ
ー
ト

管
理
の
設
定
、
若
手
や
シ
ニ
ア
教
員
の
メ

リ
ハ
リ
あ
る
処
遇
な
ど
多
様
な
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
を
踏
ま
え
た
人
事
給
与
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
係
る
基
本
原
則
を
設
定
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
学
で
も
、
研
究
力
向
上
の
た
め
の

実
行
策
を
着
々
と
進
め
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
令
和
元
年
か
ら
開
始
さ
れ
た

「
若
手
研
究
者
支
援
事
業
」
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
野
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
若
手

研
究
者
を
育
成
す
る
支
援
事
業
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
将
来
有
望
な
女
性
研

究
者
・
若
手
研
究
者
の
研
究
力
向
上
を

目
的
と
し
た
称
号
付
与
制
度
や
、
基
礎

研
究
に
専
念
で
き
る
環
境
を
若
手
研
究

者
に
提
供
す
る
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
研
究

力
の
特
に
優
れ
た
教
員
の
昇
任
制
度
な

ど
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
研
究
者
が
活

躍
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

組
織
整
備
概
算
要
求
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
も
改
革
の
弾
み
に
な
っ
た
の
で
は
？

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

こ
の
数
年
間
、
毎
年
組
織
整
備
の
概

算
要
求
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
教

員
人
件
費
を
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、「
南
九
州
畜
産
獣
医
学

拠
点
」「
先
進
的
生
命
科
学
研
究
推
進
セ

ン
タ
ー
」「
農
学
部
改
組
」「
オ
ー
プ
ン
サ

イ
エ
ン
ス
推
進
事
業
」
な
ど
の
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
戦
力
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、「
地
域
中
核
・
特
色
あ
る

研
究
大
学
」
の
連
携
に
よ
る
産
学
官
連

携
・
共
同
研
究
施
設
整
備
事
業
（
令
和

４
年
度
交
付
額
４
・
３
億
円
）
や
、
内

閣
府
「
地
域
中
核
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
環
境
強
化
事
業
」
に
採
択
さ
れ
（
令

和
５
年
度
・
令
和
６
年
度
に
各
１
億
円
、

総
額
２
億
円
）、
さ
ら
な
る
事
業
費
継
続

に
ア
ワ
ー
ド
審
査
を
申
請
中
で
す
。

そ
の
後
も
、
大
学
・
高
専
機
能
強
化

支
援
事
業
「
高
度
情
報
専
門
人
材
の
確

保
に
向
け
た
機
能
強
化
に
係
る
支
援
」

の
支
援
２
大
学
一
般
と
し
て
10
年
間
で
７

億
６
０
０
０
万
円
、さ
ら
に
、「
地
域
中
核
・

特
色
あ
る
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

（
J

－

P
E
A
K
S
）」
の
連
携
大
学
と

し
て
、
５
年
間
で
６
億
７
５
０
０
万
円
の

予
算
配
分
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

佐野輝学長退任記念特集 「グローカル教育研究拠点」を目指し、駆け抜けた6年間の取組み
～コロナ禍を乗り越えた佐野輝学長体制の鹿大を振り返る～

国
際
レ
ベ
ル
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

財
政
破
綻
状
態
か
ら
の

経
営
改
革

2023年6月7日発売「日経キャリアマガジン特別編集 
価値ある大学 就職力ランキング 2023-2024」掲載

日本経済新聞社と日経HRによる
企業の人事担当者から見た
大学イメージ調査

大学の取り組み
ランキング

1位全国

就職力
ランキング

2位九州･
沖縄
地区

地域密着パイロット
人財創出プログラム

日本航空株式会社（JAL）、日本エアコミュー
ター株式会社（JAC）、本学の3者による連携協力
協定に基づくプログラム。鹿児島県を中心とした
地域航空を永続的・安定的に支えていくため、パ
イロットを目指す人
財の裾野の拡大・発
掘・育成を目的とし
ている。

地域医療・離島医療人材育成

鹿児島県と共働した医師修学資金貸与制度を
有機的に機能させ、離島へき地を含む地域医療で
実働できる医師127名と医学生103名を新たに
排出。九州の国立大学で最も早く「看護師特定行
為研修機関」にも認
定され、離島へき地
で安全安心な医療を
提供できる人材を育
成。

「鹿児島の近現代」
教育研究拠点整備事業

近現代の歴史研究を要とする「『鹿児島の近現
代』教育研究基盤整備事業」と、そこから得られた
ヒントを地域社会に活かす「地域マネジメント教育
研究推進事業」の2つの柱から成る。シンポジウム
など研究成果の発表
や、出前授業などを
通じた郷土教育など
にも力を入れてい
る。

かぎん「玉里文庫」貴重書保存事業

島津久光の直筆本、和漢書の
写本類、薩摩藩関係史誌、幕末
洋学関係翻訳書の写本など、本
学が所蔵する玉里島津家蔵書の
保存事業。かぎん「玉里文庫」貴
重書保存事業基金の支援をいた
だき、デジタル画像化事業およ
び画像の活用事業に取り組んで
いる。

政府・文部科学省の考える経営改革
大学のイノベーション創出力の飛躍的強化を促す改革の連鎖

推進方法

中央教育
審議会中間
まとめ

大学
ガバナンス
コード

中央教育
審議会答申

大学改革
方針

運用指針

法改正

改革の
推進

30
年度

31
年度

改革メニュー

I. 若手研究者の活躍促進
❶人事給与マネジメントに係る基本原則の設定
　（業務評価、処遇への反映やエフォート管理等）
❷「業績評価、人事給与改革の運用指針の策定
　（年俸制、クロスアポイントメント、関門評価等）
❸若手研究者の研究力の強化
　（自立した研究環境整備、国際性の涵養等）

研究者の意欲や能力の向上に資するシニアの
メリハリのある処遇と、若手の躍進

II. 大学のイノベーション拠点化
❶経営的視点に基づく大学運営の重要性の明記
❷経営と教学の機能分担
ⅰ）研究大学における、学長（経営責任者）とプロポ
スト（教学責任者）の機能分担

ⅱ）１法人複数大学制度の創設（→組織再編）
❸広く学外の声を取り入れた大学運営
ⅰ）産業界等の外部理事の複数登用のルール化
ⅱ）経営協議会の審議活性化
❹経営人材キャリアパスの形成
　（学長補佐、海外一流大学での経営経験等）
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2019 令和元年
─────────────────

11月 稲盛和夫名誉博士の寄附によ
る「稲盛記念館」竣工

12月 創立70周年記念式典開催

2020 令和2年
─────────────────

10月 JALグループと「地域密着型パ
イロット人財創出プログラムの
実施に伴う連携協力に関する
協定」を締結

～コロナ関係～
鹿児島県新型コロナウイルス感染症対
策本部会議に出席し、医療用品の迅速
な提供依頼等の要望書を知事に提出

［政府等からのコロナ禍の影響に対す
る学生支援］学生支援緊急給付金事
業。第１次～第3次を合わせ総計
1,739名の鹿大学生に対し2億780万
円の支援を得た

［鹿児島大学独自のコロナ禍の影響に
対する学生支援］鹿児島大学学生緊
急支援金。「鹿児島大学稲盛和夫基
金」を原資として、1,294名に総額約
6,710万円、9月には387名に総額約
2,010万円の支援金を給付

2021 令和3年
─────────────────

3月 日本航空株式会社、日本エアコ
ミューター株式会社と包括連携
に関する協定を締結

6月 SDGs推進本部を設置
6月 郡元キャンパスで新型コロナウ

イルス職域接種を開始。学生・
教職員および構内で勤務する
全ての構成員を接種対象とし、
鹿児島大学病院の医療従事者
（医歯、歯科医師、看護師）らが
接種を担った

2022 令和4年
─────────────────

4月 先端科学研究推進センターの
設置（研究支援センターと医用
ミニブタ・先端医療開発研究セ
ンターを改組）

4月 農学部附属高隈演習林が
SGEC森林認証（国際相互認
証）を取得

4月 「南九州・南西諸島域イノベー
ションセンター」を設置。地域中
核拠点としてのイノベーション創
出環境の強化を図った

10月 法文学部附属「鹿児島の近現
代」教育研究センターを設立

12月 稲盛和夫鹿児島大学名誉博士
のお別れの会を挙行

2023 令和5年
─────────────────

6月 日本経済新聞と日経HRによる
企業の人事担当者から見た大
学イメージ調査の「就職力ラン
キング」で鹿児島大学が九州・
沖縄地区2位、「大学の取り組み
ランキング」で全国1位を獲得

9月 共同獣医学部附属南九州畜産
獣医学教育研究センターを設置

12月 SDGsシンボルマーク・キャッチ
フレーズを決定

2024 令和6年
─────────────────

2月 鹿児島大学と九州電力株式会
社、サーキュラーパーク九州株
式会社および薩摩川内市の4者
で、薩摩川内市を中心に行う循
環経済と脱炭素化の推進による
持続可能な社会の構築を目指
す事業（サーキュラーエコノミー
実証事業）の実施に関して協定
を締結

4月 旧県立財部高等学校の跡地、
およそ４万2000平方の敷地を
利用した「南九州畜産獣医学
拠点（通称SKLV=スクラブ）」が
オープン

 総合教育機構　教師教育開発
センター設置

9月 鹿児島大学病院外来診療棟・
病棟（Ａ棟）が開院

12月 佐野学長以下鹿児島大学一行
が、中国・北京市の清華大学に
て行われた協定締結式に臨み、
清華大学との大学間学術交流
協定を締結

コ
ロ
ナ
禍
の
大
学
運
営
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
行
っ
た
の
で
す
か
？
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就
任
２
年
目
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
が
始
ま
り
、
そ
こ
か
ら
３
年
間
、

未
曾
有
の
国
難
・
非
常
事
態
の
中
で
医

学
的
観
点
も
含
め
た
舵
取
り
を
強
い
ら

れ
ま
し
た
。
大
学
運
営
は
待
っ
た
な
し
の

状
況
下
、
本
学
独
自
の
学
生
支
援
と
し

て
は
、
令
和
２
年
５
月
、
緊
急
事
態
宣

言
の
影
響
で
困
窮
す
る
学
生
１
２
９
４
名

に
学
生
緊
急
支
援
金
約
６
７
１
０
万
円

を
、
９
月
に
は
３
８
７
名
に
約
２
０
１
０

万
円
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

大
学
病
院
で
生
じ
て
い
た
医
療
資
材

不
足
や
ワ
ク
チ
ン
未
達
な
ど
の
問
題
に
つ

い
て
は
鹿
児
島
県
に
迅
速
な
医
療
用
品
の

提
供
を
依
頼
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
体
制
を
速
や
か
に
整
え
、
九

州
地
区
の
国
立
大
学
で
最
も
早
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
を
開

始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、一

般
患
者
数
の
減
少
に
直
面
し
な
が
ら
も
、

重
症
コ
ロ
ナ
患
者
の
受
け
入
れ
と
通
常
診

療
の
両
立
を
図
り
、
経
営
改
善
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

大
学
病
院
の
外
来
診
療
棟
・
病
棟（
A

棟
）が
昨
年
９
月
に
開
院
し
た
こ
と

で
、病
院
体
制
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？
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外
来
診
療
棟
・
病
棟
（
A
棟
）
は
大

学
病
院
敷
地
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て

い
る
の
で
、
手
術
部
の
あ
る
中
央
診
療
棟

や
救
急
集
中
治
療
棟
、
病
棟
（
B
棟
・

C
棟
）
と
の
連
携
が
と
り
や
す
く
、
効
率

の
よ
い
治
療
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
特

色
と
し
て
は
、
歯
の
治
療
を
含
め
た
全
身

の
治
療
が
同
じ
建
物
内
で
行
え
る
機
能
的

な
外
来
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
I
C
U

（
集
中
治
療
室
）
と
いっ
た
重
症
ユニッ
ト

の
充
実
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と

し
て
の
機
能
強
化
、
低
侵
襲
治
療
の
推

進
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
地
域
医
療
の

中
核
的
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
大

学
病
院
の
再
整
備
計
画
は
今
後
も
続
き
、

地
域
と
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
医
療
の

発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る

た
め
に
実
施
し
た
活
動
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？
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一
般
社
団
法
人
国
立
大
学
協
会
理
事

お
よ
び
九
州
支
部
会
副
支
部
長
を
令
和

2
年
度
か
ら
4
年
度
ま
で
務
め
、
そ
の

間
、
2
ヶ
月
に一
度
の
東
京
で
の
会
議
な

ど
を
通
じ
て
、
国
立
大
学
が
抱
え
る
諸

課
題
に
つ
い
て
国
の
方
針
策
定
に
直
接
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
令
和
5
年
11
月
末
に

は
、
国
公
立
大
学
振
興
議
員
連
盟
を
代

表
し
、
自
民
党
・
公
明
党
の
衆
参
両
議

院
議
員
や
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
・

研
究
振
興
局
長
な
ど
を
前
に
、
鹿
児
島

大
学
の
地
域
の
中
核
と
し
て
の
取
り
組
み

を
広
報
す
る
と
と
も
に
、「
医
師
の
働
き

方
改
革
」
に
伴
う
大
学
病
院
の
窮
状
と
、

そ
れ
に
対
す
る
財
政
的
補
助
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
厚
生
労
働

省
関
連
の
課
題
に
つ
い
て
は
元
厚
生
労
働

大
臣
へ
の
直
接
の
陳
情
も
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
活
動
の
成
果
と
し
て
、
文

部
科
学
省
予
算
に
お
い
て
、
令
和
5
年

度
補
正
予
算
で
高
度
医
療
人
材
養
成
事

業
と
し
て
1
4
0
億
円
、
令
和
6
年
度

予
算
で
は
高
度
医
療
人
材
養
成
拠
点
形

成
事
業
と
し
て
21
億
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
6
年
7
月
に
は
、
国
立
大

学
の
財
政
状
況
悪
化
へ
の
対
策
と
し
て
、

国
大
協
会
長
と
と
も
に
自
民
党
総
務
会

長
へ
の
陳
情
を
行
う
な
ど
、
国
政
レ
ベル

か
ら
自
治
体
首
長
ま
で
幅
広
い
政
治
家
へ

の
働
き
か
け
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
教
育
・
研
究
委
員
会
の

副
委
員
長
と
し
て
、
国
立
大
学
法
人
に

お
け
る
教
育
・
研
究
に
関
わ
る
諸
問
題

に
つ
い
て
議
員
連
盟
や
政
府
審
議
会
へ
意

見
を
具
申
し
、
ま
た
、
大
学
の
強
み
や

特
色
を
伸
ば
す
取
り
組
み
の
強
化
に
向

け
た
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の一
員
と

し
て
、「
総
合
振
興
パッ
ケ
ー
ジ
」
に
対
す

る
国
大
協
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
政

府
の
方
針
策
定
に
貢
献
す
る
な
ど
、
本

学
の
み
な
ら
ず
日
本
の
高
等
教
育
改
善

の
方
向
性
を
考
え
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
や
り
残
し
た
仕
事
も
多
々
あ
る
こ

と
は
よ
く
自
覚
し
て
い
ま
す
が
、
次
期
執

行
部
が
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
飛
躍
へ
と
導

い
て
く
だ
さ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

佐野輝学長退任記念特集 「グローカル教育研究拠点」を目指し、駆け抜けた6年間の取組み
～コロナ禍を乗り越えた佐野輝学長体制の鹿大を振り返る～

完成イメージ

地
域
医
療
の
中
核
的
拠
点
と
し
て
の

鹿
児
島
大
学
病
院

鹿児島大学病院では、「21世紀に輝くヒューマントータルケア病院」
を目指し、平成17年度から病院再開発計画に着手してきた

佐野輝学長と鹿児島大学の6年間のあゆみ
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2019 令和元年
─────────────────

11月 稲盛和夫名誉博士の寄附によ
る「稲盛記念館」竣工

12月 創立70周年記念式典開催

2020 令和2年
─────────────────

10月 JALグループと「地域密着型パ
イロット人財創出プログラムの
実施に伴う連携協力に関する
協定」を締結

～コロナ関係～
鹿児島県新型コロナウイルス感染症対
策本部会議に出席し、医療用品の迅速
な提供依頼等の要望書を知事に提出

［政府等からのコロナ禍の影響に対す
る学生支援］学生支援緊急給付金事
業。第１次～第3次を合わせ総計
1,739名の鹿大学生に対し2億780万
円の支援を得た

［鹿児島大学独自のコロナ禍の影響に
対する学生支援］鹿児島大学学生緊
急支援金。「鹿児島大学稲盛和夫基
金」を原資として、1,294名に総額約
6,710万円、9月には387名に総額約
2,010万円の支援金を給付

2021 令和3年
─────────────────

3月 日本航空株式会社、日本エアコ
ミューター株式会社と包括連携
に関する協定を締結

6月 SDGs推進本部を設置
6月 郡元キャンパスで新型コロナウ

イルス職域接種を開始。学生・
教職員および構内で勤務する
全ての構成員を接種対象とし、
鹿児島大学病院の医療従事者
（医歯、歯科医師、看護師）らが
接種を担った

2022 令和4年
─────────────────

4月 先端科学研究推進センターの
設置（研究支援センターと医用
ミニブタ・先端医療開発研究セ
ンターを改組）

4月 農学部附属高隈演習林が
SGEC森林認証（国際相互認
証）を取得

4月 「南九州・南西諸島域イノベー
ションセンター」を設置。地域中
核拠点としてのイノベーション創
出環境の強化を図った

10月 法文学部附属「鹿児島の近現
代」教育研究センターを設立

12月 稲盛和夫鹿児島大学名誉博士
のお別れの会を挙行

2023 令和5年
─────────────────

6月 日本経済新聞と日経HRによる
企業の人事担当者から見た大
学イメージ調査の「就職力ラン
キング」で鹿児島大学が九州・
沖縄地区2位、「大学の取り組み
ランキング」で全国1位を獲得

9月 共同獣医学部附属南九州畜産
獣医学教育研究センターを設置

12月 SDGsシンボルマーク・キャッチ
フレーズを決定

2024 令和6年
─────────────────

2月 鹿児島大学と九州電力株式会
社、サーキュラーパーク九州株
式会社および薩摩川内市の4者
で、薩摩川内市を中心に行う循
環経済と脱炭素化の推進による
持続可能な社会の構築を目指
す事業（サーキュラーエコノミー
実証事業）の実施に関して協定
を締結

4月 旧県立財部高等学校の跡地、
およそ４万2000平方の敷地を
利用した「南九州畜産獣医学
拠点（通称SKLV=スクラブ）」が
オープン

 総合教育機構　教師教育開発
センター設置

9月 鹿児島大学病院外来診療棟・
病棟（Ａ棟）が開院

12月 佐野学長以下鹿児島大学一行
が、中国・北京市の清華大学に
て行われた協定締結式に臨み、
清華大学との大学間学術交流
協定を締結
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部
の
あ
る
中
央
診
療
棟

や
救
急
集
中
治
療
棟
、
病
棟
（
B
棟
・

C
棟
）
と
の
連
携
が
と
り
や
す
く
、
効
率

の
よ
い
治
療
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
特

色
と
し
て
は
、
歯
の
治
療
を
含
め
た
全
身

の
治
療
が
同
じ
建
物
内
で
行
え
る
機
能
的

な
外
来
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
I
C
U

（
集
中
治
療
室
）
と
いっ
た
重
症
ユニッ
ト

の
充
実
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と

し
て
の
機
能
強
化
、
低
侵
襲
治
療
の
推

進
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
地
域
医
療
の

中
核
的
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
大

学
病
院
の
再
整
備
計
画
は
今
後
も
続
き
、

地
域
と
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
医
療
の

発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る

た
め
に
実
施
し
た
活
動
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

一
般
社
団
法
人
国
立
大
学
協
会
理
事

お
よ
び
九
州
支
部
会
副
支
部
長
を
令
和

2
年
度
か
ら
4
年
度
ま
で
務
め
、
そ
の

間
、
2
ヶ
月
に一
度
の
東
京
で
の
会
議
な

ど
を
通
じ
て
、
国
立
大
学
が
抱
え
る
諸

課
題
に
つ
い
て
国
の
方
針
策
定
に
直
接
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
令
和
5
年
11
月
末
に

は
、
国
公
立
大
学
振
興
議
員
連
盟
を
代

表
し
、
自
民
党
・
公
明
党
の
衆
参
両
議

院
議
員
や
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
・

研
究
振
興
局
長
な
ど
を
前
に
、
鹿
児
島

大
学
の
地
域
の
中
核
と
し
て
の
取
り
組
み

を
広
報
す
る
と
と
も
に
、「
医
師
の
働
き

方
改
革
」
に
伴
う
大
学
病
院
の
窮
状
と
、

そ
れ
に
対
す
る
財
政
的
補
助
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
厚
生
労
働

省
関
連
の
課
題
に
つ
い
て
は
元
厚
生
労
働

大
臣
へ
の
直
接
の
陳
情
も
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
活
動
の
成
果
と
し
て
、
文

部
科
学
省
予
算
に
お
い
て
、
令
和
5
年

度
補
正
予
算
で
高
度
医
療
人
材
養
成
事

業
と
し
て
1
4
0
億
円
、
令
和
6
年
度

予
算
で
は
高
度
医
療
人
材
養
成
拠
点
形

成
事
業
と
し
て
21
億
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
6
年
7
月
に
は
、
国
立
大

学
の
財
政
状
況
悪
化
へ
の
対
策
と
し
て
、

国
大
協
会
長
と
と
も
に
自
民
党
総
務
会

長
へ
の
陳
情
を
行
う
な
ど
、
国
政
レ
ベル

か
ら
自
治
体
首
長
ま
で
幅
広
い
政
治
家
へ

の
働
き
か
け
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
教
育
・
研
究
委
員
会
の

副
委
員
長
と
し
て
、
国
立
大
学
法
人
に

お
け
る
教
育
・
研
究
に
関
わ
る
諸
問
題

に
つ
い
て
議
員
連
盟
や
政
府
審
議
会
へ
意

見
を
具
申
し
、
ま
た
、
大
学
の
強
み
や

特
色
を
伸
ば
す
取
り
組
み
の
強
化
に
向

け
た
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の一
員
と

し
て
、「
総
合
振
興
パッ
ケ
ー
ジ
」
に
対
す

る
国
大
協
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
政

府
の
方
針
策
定
に
貢
献
す
る
な
ど
、
本

学
の
み
な
ら
ず
日
本
の
高
等
教
育
改
善

の
方
向
性
を
考
え
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
や
り
残
し
た
仕
事
も
多
々
あ
る
こ

と
は
よ
く
自
覚
し
て
い
ま
す
が
、
次
期
執

行
部
が
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
飛
躍
へ
と
導

い
て
く
だ
さ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

佐野輝学長退任記念特集 「グローカル教育研究拠点」を目指し、駆け抜けた6年間の取組み
～コロナ禍を乗り越えた佐野輝学長体制の鹿大を振り返る～

完成イメージ

地
域
医
療
の
中
核
的
拠
点
と
し
て
の

鹿
児
島
大
学
病
院

鹿児島大学病院では、「21世紀に輝くヒューマントータルケア病院」
を目指し、平成17年度から病院再開発計画に着手してきた

佐野輝学長と鹿児島大学の6年間のあゆみ
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体
感
を
生
み
出
し
た
若
者
た
ち
に
と
っ
て
の「
や

さ
し
さ
」が
、互
い
に
癒
し
合
う
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、90
年
代
の「
や
さ
し
さ
」は
、互

い
に
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
で
傷
つ
く
こ
と
を
予
防

す
る
受
動
的
協
調
で
あ
る
。こ
う
指
摘
す
る
精
神

科
医
で
あ
る
大
平
健
氏
は
、滑
ら
か
な
人
間
関
係

を
結
ぶ
た
め
の
戦
略
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
葛

藤
回
避
の「
や
さ
し
さ
」は
、例
え
ば
、「
高
齢
者
は

年
寄
り
扱
い
さ
れ
た
く
な
い（
で
あ
ろ
う
）」と
い

う
決
め
つ
け
の
配
慮
か
ら
、電
車
内
で
席
を
譲
ら

な
い
と
い
う
行
動
と
し
て
具
現
化
す
る
と
述
べ

る
。ま
た
、当
時
流
行
し
た
ポ
ケ
ベ
ル
に
つ
い
て
、

相
手
に
通
話
の
意
思
を
伝
え
る
が
、実
際
に
話
す

か
ど
う
か
は
相
手
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

葛
藤
回
避
に
適
し
た
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
側

面
を
紹
介
す
る
。

　「
見
知
ら
ぬ
他
者
」と
の
表
面
的
な
関
係
構
築

の
手
段
で
あ
っ
た
90
年
代
の「
や
さ
し
さ
」だ
が
、

「
集
団
適
応
」を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
点
で
70
年

代
の「
や
さ
し
さ
」と
共
通
性
を
有
し
て
お
り
、城

戸
先
生
は「
見
知
ら
ぬ
他
者
」と
も
日
常
的
関
係
を

結
ぶ
必
要
が
あ
る
と
い
う
90
年
代
の
社
会
特
性

が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　社
会
的
前
提
を
喪
失
し
た

　現
代
の「
生
き
に
く
さ
」と
は

90
年
代
ま
で
互
い
に
心
地
よ
い
関
係
を
つ
く
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
た
葛
藤
回
避
的「
や
さ
し
さ
」

は
、２
０
０
０
年
以
降
に
な
る
と
、他
者
へ
の
配
慮

を
強
制
す
る
自
己
防
衛
の
手
段
へ
と
変
化
し
、城

戸
先
生
は
こ
れ
を
社
会
学
者・森
真
一
氏
の「
き
び

し
い
や
さ
し
さ
」と
い
う
概
念
で
説
明
し
て
い
く
。

例
え
ば
、バ
ス
の
車
内
で
携
帯
電
話
の
通
話
を
注

意
さ
れ
た
若
者
が
、逆
ギ
レ
し
て
暴
力
を
ふ
る
う

こ
と
に
つ
い
て
、彼
ら
は
自
身
の
体
面
を
傷
つ
け

た「
や
さ
し
く
な
い
相
手
」へ
の
報
復
と
し
て
正
当

化
す
る
。こ
の
、や
さ
し
さ
を
強
制
す
る
と
い
う
価

値
観
は
一
般
的
他
者（
社
会
）で
は
な
く
自
己
を
基

点
と
し
た
ル
ー
ル
で
あ
る
た
め
、現
代
の
対
人
関

係
に
お
い
て
は
社
会
的
前
提
を
共
有
し
な
い
個
々

人
が
直
接
対
峙
し
て
状
況
適
応
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

　「
自
分
と
は
何
か
が
不
確
か
で
、相
手
の
こ
と
も

わ
か
ら
な
い
ま
ま
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
現
代
社
会
の
息
苦

し
さ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
城
戸
先
生
。

人
と
人
と
の
関
わ
り
方
が
機
能
的
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
中
、S
N
S
の
普
及
に
よ
っ
て
常
に
つ
な

が
り
続
け
る
社
会
と
な
り
、そ
の
状
況
が
さ
ら
に

若
者
を
疲
弊
さ
せ
て
い
る
。並
列
す
る「
個
人
」の

集
合
で
あ
る
現
代
社
会
で
、私
た
ち
は
い
か
に
し

て「
自
己
」と「
他
者
」を
発
見
し
て
い
く
の
か
、授

業
を
通
し
て
学
生
た
ち
は
考
え
て
い
く
。

戦
後
以
降
の
現
代
日
本
社
会
の
変
化
を
さ
ま
ざ

ま
な
事
象
か
ら
理
解
し
、社
会
的
な
視
野
や
判
断

力
、探
究
能
力
を
養
い
、そ
の
変
化
に
つ
い
て
自
分

の
言
葉
で
表
現
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
指
す「
現
代
社
会
を
考
え
る
」。全
15
回
の
授
業

の
前
半
で
日
本
社
会
の
変
化
の
流
れ
を
つ
か
み
、

後
半
は
そ
の
時
代
の「
若
者
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
な

が
ら
変
化
の
諸
相
を
象
っ
て
い
く
。第
14
回
の
授

業「『
や
さ
し
さ
』の
現
代
史
」に
潜
入
し
た
。

　対
人
関
係
に
関
す
る
戦
略
の

　時
代
的
変
化
を
探
っ
て
い
く

「
社
会
学
と
い
う
の
は
、自
分
が
生
き
て
い
る
社

会
を
自
分
を
通
し
て
考
え
る
こ
と
で
す
。そ
し
て

現
代
社
会
を
考
え
る
と
き
に
は
、戦
後
か
ら
の
一

貫
し
た
流
れ
を
追
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」と
城
戸
秀
之
先
生
。15
回
に
わ
た
る
講
義
の
終

盤
と
な
る
今
回
の
授
業
で
は
、戦
後
日
本
の
社
会
が

伝
統
的
生
活
様
式
か
ら
都
市
型
の
生
活
へ
と
変
化

し
て
い
く
中
、「
人
と
人
は
ど
う
つ
き
あ
っ
て
い
る

の
か
」と
い
う
対
人
関
係
の
価
値
観
と
戦
略
の
変
化

「
現
代
社
会
を
考
え
る
」／
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
教
養
教
育・人
文
社
会
科
学
分
野

城
戸
　秀
之
教
授

を「
や
さ
し
さ
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
探
っ
て

い
く
。

　
１
９
７
０
年
代
、産
業
の
発
展
と
経
済
成
長
を
維

持
す
る
た
め
に
青
年
の
社
会
的
役
割
は
、生
産
の
面

で
は
産
業
予
備
軍
と
し
て
、ま
た
、消
費
の
面
で
は

消
費
専
従
集
団
と
し
て
専
門
化・画
一
化
さ
れ
て

い
っ
た
。社
会
学
者
で
あ
る
栗
原
彬
氏
に
よ
る
と
、

こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、学
歴
や
業
績
が
青
年
の
評

価
基
準
と
な
り
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
必
要

な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
の「
他
者
」が
不
在
と
な

る
た
め
、当
時
の
若
者
の
自
我
形
成
に
大
き
な
矛
盾

が
生
じ
た
と
い
う
。そ
う
し
た
状
況
下
で
も
、産
業

社
会
の
社
会
的
役
割
を
引
き
受
け
つ
つ
批
判
的
態

度
を
と
る
こ
と
が
で
き
、自
分
た
ち
の
弱
さ
を
受
け

入
れ
る
、あ
る
い
は
産
業
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
他

者
に
共
感
す
る
こ
と
で「
や
さ
し
さ
」は
能
動
的
連

帯
の
戦
略
と
な
る
。

　傷
を
癒
す
や
さ
し
さ
か
ら

　予
防
的
な
や
さ
し
さ
へ

70
年
代
、学
生
運
動
の
敗
北
を
経
て
感
情
的
一

自
由
な
視
点
で
社
会
を
捉
え
る

学
び

屋
部部

誌
上
講
義
室
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体
感
を
生
み
出
し
た
若
者
た
ち
に
と
っ
て
の「
や

さ
し
さ
」が
、互
い
に
癒
し
合
う
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、90
年
代
の「
や
さ
し
さ
」は
、互

い
に
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
で
傷
つ
く
こ
と
を
予
防

す
る
受
動
的
協
調
で
あ
る
。こ
う
指
摘
す
る
精
神

科
医
で
あ
る
大
平
健
氏
は
、滑
ら
か
な
人
間
関
係

を
結
ぶ
た
め
の
戦
略
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
葛

藤
回
避
の「
や
さ
し
さ
」は
、例
え
ば
、「
高
齢
者
は

年
寄
り
扱
い
さ
れ
た
く
な
い（
で
あ
ろ
う
）」と
い

う
決
め
つ
け
の
配
慮
か
ら
、電
車
内
で
席
を
譲
ら

な
い
と
い
う
行
動
と
し
て
具
現
化
す
る
と
述
べ

る
。ま
た
、当
時
流
行
し
た
ポ
ケ
ベ
ル
に
つ
い
て
、

相
手
に
通
話
の
意
思
を
伝
え
る
が
、実
際
に
話
す

か
ど
う
か
は
相
手
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

葛
藤
回
避
に
適
し
た
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
側

面
を
紹
介
す
る
。

　「
見
知
ら
ぬ
他
者
」と
の
表
面
的
な
関
係
構
築

の
手
段
で
あ
っ
た
90
年
代
の「
や
さ
し
さ
」だ
が
、

「
集
団
適
応
」を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
点
で
70
年

代
の「
や
さ
し
さ
」と
共
通
性
を
有
し
て
お
り
、城

戸
先
生
は「
見
知
ら
ぬ
他
者
」と
も
日
常
的
関
係
を

結
ぶ
必
要
が
あ
る
と
い
う
90
年
代
の
社
会
特
性

が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　社
会
的
前
提
を
喪
失
し
た

　現
代
の「
生
き
に
く
さ
」と
は

90
年
代
ま
で
互
い
に
心
地
よ
い
関
係
を
つ
く
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
た
葛
藤
回
避
的「
や
さ
し
さ
」

は
、２
０
０
０
年
以
降
に
な
る
と
、他
者
へ
の
配
慮

を
強
制
す
る
自
己
防
衛
の
手
段
へ
と
変
化
し
、城

戸
先
生
は
こ
れ
を
社
会
学
者・森
真
一
氏
の「
き
び

し
い
や
さ
し
さ
」と
い
う
概
念
で
説
明
し
て
い
く
。

例
え
ば
、バ
ス
の
車
内
で
携
帯
電
話
の
通
話
を
注

意
さ
れ
た
若
者
が
、逆
ギ
レ
し
て
暴
力
を
ふ
る
う

こ
と
に
つ
い
て
、彼
ら
は
自
身
の
体
面
を
傷
つ
け

た「
や
さ
し
く
な
い
相
手
」へ
の
報
復
と
し
て
正
当

化
す
る
。こ
の
、や
さ
し
さ
を
強
制
す
る
と
い
う
価

値
観
は
一
般
的
他
者（
社
会
）で
は
な
く
自
己
を
基

点
と
し
た
ル
ー
ル
で
あ
る
た
め
、現
代
の
対
人
関

係
に
お
い
て
は
社
会
的
前
提
を
共
有
し
な
い
個
々

人
が
直
接
対
峙
し
て
状
況
適
応
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

　「
自
分
と
は
何
か
が
不
確
か
で
、相
手
の
こ
と
も

わ
か
ら
な
い
ま
ま
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
現
代
社
会
の
息
苦

し
さ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
城
戸
先
生
。

人
と
人
と
の
関
わ
り
方
が
機
能
的
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
中
、S
N
S
の
普
及
に
よ
っ
て
常
に
つ
な

が
り
続
け
る
社
会
と
な
り
、そ
の
状
況
が
さ
ら
に

若
者
を
疲
弊
さ
せ
て
い
る
。並
列
す
る「
個
人
」の

集
合
で
あ
る
現
代
社
会
で
、私
た
ち
は
い
か
に
し

て「
自
己
」と「
他
者
」を
発
見
し
て
い
く
の
か
、授

業
を
通
し
て
学
生
た
ち
は
考
え
て
い
く
。

戦
後
以
降
の
現
代
日
本
社
会
の
変
化
を
さ
ま
ざ

ま
な
事
象
か
ら
理
解
し
、社
会
的
な
視
野
や
判
断

力
、探
究
能
力
を
養
い
、そ
の
変
化
に
つ
い
て
自
分

の
言
葉
で
表
現
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
指
す「
現
代
社
会
を
考
え
る
」。全
15
回
の
授
業

の
前
半
で
日
本
社
会
の
変
化
の
流
れ
を
つ
か
み
、

後
半
は
そ
の
時
代
の「
若
者
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
な

が
ら
変
化
の
諸
相
を
象
っ
て
い
く
。第
14
回
の
授

業「『
や
さ
し
さ
』の
現
代
史
」に
潜
入
し
た
。

　対
人
関
係
に
関
す
る
戦
略
の

　時
代
的
変
化
を
探
っ
て
い
く

「
社
会
学
と
い
う
の
は
、自
分
が
生
き
て
い
る
社

会
を
自
分
を
通
し
て
考
え
る
こ
と
で
す
。そ
し
て

現
代
社
会
を
考
え
る
と
き
に
は
、戦
後
か
ら
の
一

貫
し
た
流
れ
を
追
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」と
城
戸
秀
之
先
生
。15
回
に
わ
た
る
講
義
の
終

盤
と
な
る
今
回
の
授
業
で
は
、戦
後
日
本
の
社
会
が

伝
統
的
生
活
様
式
か
ら
都
市
型
の
生
活
へ
と
変
化

し
て
い
く
中
、「
人
と
人
は
ど
う
つ
き
あ
っ
て
い
る

の
か
」と
い
う
対
人
関
係
の
価
値
観
と
戦
略
の
変
化

「
現
代
社
会
を
考
え
る
」／
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
教
養
教
育・人
文
社
会
科
学
分
野

城
戸
　秀
之
教
授

を「
や
さ
し
さ
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
探
っ
て

い
く
。

　
１
９
７
０
年
代
、産
業
の
発
展
と
経
済
成
長
を
維

持
す
る
た
め
に
青
年
の
社
会
的
役
割
は
、生
産
の
面

で
は
産
業
予
備
軍
と
し
て
、ま
た
、消
費
の
面
で
は

消
費
専
従
集
団
と
し
て
専
門
化・画
一
化
さ
れ
て

い
っ
た
。社
会
学
者
で
あ
る
栗
原
彬
氏
に
よ
る
と
、

こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、学
歴
や
業
績
が
青
年
の
評

価
基
準
と
な
り
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
必
要

な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
の「
他
者
」が
不
在
と
な

る
た
め
、当
時
の
若
者
の
自
我
形
成
に
大
き
な
矛
盾

が
生
じ
た
と
い
う
。そ
う
し
た
状
況
下
で
も
、産
業

社
会
の
社
会
的
役
割
を
引
き
受
け
つ
つ
批
判
的
態

度
を
と
る
こ
と
が
で
き
、自
分
た
ち
の
弱
さ
を
受
け

入
れ
る
、あ
る
い
は
産
業
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
他

者
に
共
感
す
る
こ
と
で「
や
さ
し
さ
」は
能
動
的
連

帯
の
戦
略
と
な
る
。

　傷
を
癒
す
や
さ
し
さ
か
ら

　予
防
的
な
や
さ
し
さ
へ

70
年
代
、学
生
運
動
の
敗
北
を
経
て
感
情
的
一

自
由
な
視
点
で
社
会
を
捉
え
る

学
び

屋
部部

誌
上
講
義
室
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　好酸球は白血球の一種であり、これまでの研究で、
寄生虫の殺傷やアレルギー疾患の増悪に関わることが
知られていました。笠松先生は、腸の免疫組織の中に、免

疫系の働きを抑制する特殊な好酸球集団が存在することを発
見し、さらにこの好酸球の数が食物や環境物質に含まれるある種の物質
によって変化することを突き止めました。近年、腸の免疫恒常性の悪化が
全身のさまざまな疾患の発症と関連することが次々に明らかになっていま
す。この好酸球集団の研究が進むことで、新しい概念での腸の免疫環境
の理解と、その知見を応用した疾患の治療・予防法の開発につながるの
ではないかと期待しています。

Research   &   Contribution

研
究
を
し
て
い
る
と
、
自
分
の
想
像
を

超
え
る
結
果
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
多
く
の
場
合
、
思
い
通
り
の

デ
ー
タ
が
す
ぐ
に
出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
5
年
に
1
回
、
あ
る
い
は

10
年
に
1
回
、
全
く
想
像
し
て
い
な
か
っ

た
新
し
い
発
見
に
出
会
う
瞬
間
が
あ
り
、

そ
の
と
き
の
興
奮
が
長
い
研
究
生
活
を
支

え
る
モ
チ
ベー
シ
ョン
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
発
見
も
、
そ
ん
な
予
期
せ
ぬ
出

会
い
の一つ
で
し
た
。

こ
れ
は
ど
の
研
究
で
も
そ
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
新
た
な
発
見
が
あっ
た
と
き
、

そ
の
発
見
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
を

解
明
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
面

白
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
今
私
た
ち

が
進
め
て
い
る
研
究
も
、
ま
だ
た
く
さ
ん

の
未
知
の
領
域
が
あ
り
ま
す
。
先
を
見

通
せ
る
よ
う
な
道
が
敷
か
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
道
な
き
道
を
行
く
よ
う

な
感
覚
で
デ
ー
タ
と
対
峙
し
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

鹿
児
島
大
学
は
学
内
研
究
室
や
他
大

学
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
垣
根
が
低

く
、
イ
ン
タ
ラ
ク
ティ
ブ
な
環
境
で
研
究

で
き
る
こ
と
が
大
き
な
魅
力
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
桜
ヶ
丘
研
究

会
で
は
基
礎
系
や
臨
床
系
の
研
究
者
が一

堂
に
会
し
、
新
た
な
共
同
研
究
の
き
っ
か

け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
体
を
寄
生
虫
や
細
菌
か
ら

守
っ
て
く
れ
る
免
疫
細
胞
の
一
種
で
あ
る

好
酸
球
で
す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
お

い
て
は
過
剰
な
免
疫
に
よ
っ
て
炎
症
を
引

き
起
こ
す
「
悪
い
細
胞
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
今
回
の
研
究
に
よ
っ

て
、
マ
ウ
ス
の
小
腸
に
存
在
し
て
い
る
特

殊
な
好
酸
球
に
、
こ
の
認
識
を
覆
す
働

き
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

腸
管
は
体
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
内
側
は
外
界
か
ら
進
入
す
る
多
数
の

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
異
物
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
免
疫
系
が
こ
の
異
物
を
排

除
し
よ
う
と
す
る
と
、
腸
内
で
は
常
に
炎

症
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
腸
内
で
の
過
剰
な
免
疫
反

応
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実

際
、
T
細
胞
や
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
な
ど
の

細
胞
に
こ
う
いっ
た
免
疫
抑
制
の
働
き
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
が
発
見
し
た

好
酸
球
も
ま
た
、
小
腸
に
お
い
て
本
来
の

働
き
と
は
逆
で
あ
る
は
ず
の
免
疫
抑
制
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
研
究
は
アメ
リ
カ
留
学
時
に
始
め

た
も
の
で
す
。
当
時
、
腸
内
の
好
酸
球
に

は一
般
的
な
好
酸
球
と
は
違
う
働
き
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
始
め
て
い
た

時
期
で
、
こ
の
発
見
は
免
疫
シ
ス
テ
ム
の

「
ア
ク
セ
ル
」
と
「
ブ
レ
ー
キ
」
の
バ
ラ
ン

ス
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。

日
本
で
は
子
ど
も
た
ち
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
患
者
が
多
く
、Q
O
L
（
生
活
の
質
）

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
が
、
免

疫
抑
制
型
好
酸
球
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
治
療
法
開
発
に
つ
な
が

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
と
は
免
疫
の
ア
ク
セ
ル
が
強
く
踏

ま
れ
て
い
る
状
態
な
の
で
、免
疫
の
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
バ
ラ
ン
ス

を
元
に
戻
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
現
在
、

こ
の
好
酸
球
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
機
能
を
明
ら
か
に
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
と
い
う
ビ
ジョン
を
描
い
た
研
究
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
化
管
の
細
菌
感
染
症
や
難

病
と
い
わ
れ
る
炎
症
性
腸
疾
患
、
さ
ら
に

は
炎
症
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
が
ん

な
ど
の
疾
患
に
つ
い
て
も
免
疫
シ
ス
テ
ム

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
治
療
で
き
る

可
能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
いっ

た
臨
床
応
用
も
今
後
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
腸
内
の
好
酸
球
に
つ
い
て

の
研
究
者
は
世
界
で
も
ま
だ
多
く
は
な

く
、
私
た
ち
も
一つ一つ
の
実
験
デ
ー
タ
を

ど
う
解
釈
す
べ
き
か
手
探
り
で
判
断
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

腸管に存在する好酸球の分化や機能に関する研究を行う中で、芳香族
炭化水素受容体（AHR）と呼ばれる環境センサー分子を介して分化し、
寄生虫感染において免疫抑制効果を持つ特殊な好酸球を発見。

免疫抑制効果を持つ特殊な好酸球の機能と役割を明らかにし、
食物アレルギーや難治性炎症性疾患の治療法への応用を目指す。

私たちの腸管好酸球研究を患者さんへ還元できる
臨床研究へ発展させる。

好
酸
球
の
機
能
を
解
明
し
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
新
し
い
治
療
法
開
発
を
目
指
す

腸
内
の
寄
生
虫
感
染
に
お
い
て
免
疫
抑
制
効
果
を
持
つ
特
殊
な
好
酸
球
を
発
見

01

02

03

研究のポイント

医歯学総合研究科 免疫学分野
笠松純 講師

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

新
た
な
治
療
法
開
発
へ

一
般
的
な
免
疫
細
胞
と
は

逆
の
役
割
を
担
う
好
酸
球

北海道大学 博士（医学） 2009年3月、山形大学 修
士（理工学） 2005年3月、2015年～2018年 ワシ

ントン大学セントルイス 病理・免疫部門（Marco 
Colonna研究室）博士研究員、2018年～2022年 東北大学 

医学系研究科感染制御インテリジェンスネットワーク寄附講座 講師、
2022年～鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 免疫学分野 講師  
■所属学会等：日本生体防御学会、日本免疫学会、日本サイトカイン
学会、日本比較免疫学会
■研究分野：○免疫学

鹿児島大学免疫学分野では多彩なプロ
ジェクトが進行しています。大学院生や実
験補助員を募集中。詳しくは上のQRコー
ドから研究室のサイトへ。

AHRと呼ばれる環境センサー分子を介して
分化し、寄生虫感染において免疫抑制効
果を発揮する。

笠松　純 （かさまつ・じゅん） 講師
Pr��e

Me�a�
鹿児島大学医歯学総合研究科免疫学分野
原　博満（はら・ひろみつ） 教授

共同研究者メッセージ

鹿大
の
研
究

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で

新
た
な
発
見
に
向
き
合
う
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　好酸球は白血球の一種であり、これまでの研究で、
寄生虫の殺傷やアレルギー疾患の増悪に関わることが
知られていました。笠松先生は、腸の免疫組織の中に、免
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研
究
を
し
て
い
る
と
、
自
分
の
想
像
を

超
え
る
結
果
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
多
く
の
場
合
、
思
い
通
り
の

デ
ー
タ
が
す
ぐ
に
出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
5
年
に
1
回
、
あ
る
い
は

10
年
に
1
回
、
全
く
想
像
し
て
い
な
か
っ

た
新
し
い
発
見
に
出
会
う
瞬
間
が
あ
り
、

そ
の
と
き
の
興
奮
が
長
い
研
究
生
活
を
支

え
る
モ
チ
ベー
シ
ョン
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
発
見
も
、
そ
ん
な
予
期
せ
ぬ
出

会
い
の一つ
で
し
た
。

こ
れ
は
ど
の
研
究
で
も
そ
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
新
た
な
発
見
が
あっ
た
と
き
、

そ
の
発
見
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
を

解
明
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
面

白
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
今
私
た
ち

が
進
め
て
い
る
研
究
も
、
ま
だ
た
く
さ
ん

の
未
知
の
領
域
が
あ
り
ま
す
。
先
を
見

通
せ
る
よ
う
な
道
が
敷
か
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
道
な
き
道
を
行
く
よ
う

な
感
覚
で
デ
ー
タ
と
対
峙
し
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

鹿
児
島
大
学
は
学
内
研
究
室
や
他
大

学
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
垣
根
が
低

く
、
イ
ン
タ
ラ
ク
ティ
ブ
な
環
境
で
研
究

で
き
る
こ
と
が
大
き
な
魅
力
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
桜
ヶ
丘
研
究

会
で
は
基
礎
系
や
臨
床
系
の
研
究
者
が一

堂
に
会
し
、
新
た
な
共
同
研
究
の
き
っ
か

け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
体
を
寄
生
虫
や
細
菌
か
ら

守
っ
て
く
れ
る
免
疫
細
胞
の
一
種
で
あ
る

好
酸
球
で
す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
お

い
て
は
過
剰
な
免
疫
に
よ
っ
て
炎
症
を
引

き
起
こ
す
「
悪
い
細
胞
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
今
回
の
研
究
に
よ
っ

て
、
マ
ウ
ス
の
小
腸
に
存
在
し
て
い
る
特

殊
な
好
酸
球
に
、
こ
の
認
識
を
覆
す
働

き
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

腸
管
は
体
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
内
側
は
外
界
か
ら
進
入
す
る
多
数
の

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
異
物
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
免
疫
系
が
こ
の
異
物
を
排

除
し
よ
う
と
す
る
と
、
腸
内
で
は
常
に
炎

症
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
腸
内
で
の
過
剰
な
免
疫
反

応
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実

際
、
T
細
胞
や
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
な
ど
の

細
胞
に
こ
う
いっ
た
免
疫
抑
制
の
働
き
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
が
発
見
し
た

好
酸
球
も
ま
た
、
小
腸
に
お
い
て
本
来
の

働
き
と
は
逆
で
あ
る
は
ず
の
免
疫
抑
制
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
研
究
は
アメ
リ
カ
留
学
時
に
始
め

た
も
の
で
す
。
当
時
、
腸
内
の
好
酸
球
に

は一
般
的
な
好
酸
球
と
は
違
う
働
き
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
始
め
て
い
た

時
期
で
、
こ
の
発
見
は
免
疫
シ
ス
テ
ム
の

「
ア
ク
セ
ル
」
と
「
ブ
レ
ー
キ
」
の
バ
ラ
ン

ス
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。

日
本
で
は
子
ど
も
た
ち
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
患
者
が
多
く
、Q
O
L
（
生
活
の
質
）

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
が
、
免

疫
抑
制
型
好
酸
球
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
治
療
法
開
発
に
つ
な
が

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
と
は
免
疫
の
ア
ク
セ
ル
が
強
く
踏

ま
れ
て
い
る
状
態
な
の
で
、免
疫
の
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
バ
ラ
ン
ス

を
元
に
戻
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
現
在
、

こ
の
好
酸
球
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
機
能
を
明
ら
か
に
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
と
い
う
ビ
ジョン
を
描
い
た
研
究
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
化
管
の
細
菌
感
染
症
や
難

病
と
い
わ
れ
る
炎
症
性
腸
疾
患
、
さ
ら
に

は
炎
症
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
が
ん

な
ど
の
疾
患
に
つ
い
て
も
免
疫
シ
ス
テ
ム

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
治
療
で
き
る

可
能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
いっ

た
臨
床
応
用
も
今
後
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
腸
内
の
好
酸
球
に
つ
い
て

の
研
究
者
は
世
界
で
も
ま
だ
多
く
は
な

く
、
私
た
ち
も
一つ一つ
の
実
験
デ
ー
タ
を

ど
う
解
釈
す
べ
き
か
手
探
り
で
判
断
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

腸管に存在する好酸球の分化や機能に関する研究を行う中で、芳香族
炭化水素受容体（AHR）と呼ばれる環境センサー分子を介して分化し、
寄生虫感染において免疫抑制効果を持つ特殊な好酸球を発見。

免疫抑制効果を持つ特殊な好酸球の機能と役割を明らかにし、
食物アレルギーや難治性炎症性疾患の治療法への応用を目指す。

私たちの腸管好酸球研究を患者さんへ還元できる
臨床研究へ発展させる。

好
酸
球
の
機
能
を
解
明
し
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
新
し
い
治
療
法
開
発
を
目
指
す

腸
内
の
寄
生
虫
感
染
に
お
い
て
免
疫
抑
制
効
果
を
持
つ
特
殊
な
好
酸
球
を
発
見

01

02

03

研究のポイント

医歯学総合研究科 免疫学分野
笠松純 講師

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

新
た
な
治
療
法
開
発
へ

一
般
的
な
免
疫
細
胞
と
は

逆
の
役
割
を
担
う
好
酸
球

北海道大学 博士（医学） 2009年3月、山形大学 修
士（理工学） 2005年3月、2015年～2018年 ワシ

ントン大学セントルイス 病理・免疫部門（Marco 
Colonna研究室）博士研究員、2018年～2022年 東北大学 

医学系研究科感染制御インテリジェンスネットワーク寄附講座 講師、
2022年～鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 免疫学分野 講師  
■所属学会等：日本生体防御学会、日本免疫学会、日本サイトカイン
学会、日本比較免疫学会
■研究分野：○免疫学

鹿児島大学免疫学分野では多彩なプロ
ジェクトが進行しています。大学院生や実
験補助員を募集中。詳しくは上のQRコー
ドから研究室のサイトへ。

AHRと呼ばれる環境センサー分子を介して
分化し、寄生虫感染において免疫抑制効
果を発揮する。

笠松　純 （かさまつ・じゅん） 講師
Pr��e

Me�a�
鹿児島大学医歯学総合研究科免疫学分野
原　博満（はら・ひろみつ） 教授

共同研究者メッセージ

鹿大
の
研
究

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で

新
た
な
発
見
に
向
き
合
う
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こ
の
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
け

ば
、
例
え
ば
畜
産
動
物
の
成
長
を
制
御

し
、
食
肉
生
産
量
を
増
や
す
こ
と
が
理

論
上
は
可
能
で
す
。
ま
た
、
成
長
ホ
ル
モ

ン
受
容
体
の
異
常
が
が
ん
細
胞
の
増
殖
に

関
与
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

が
ん
治
療
へ
の
応
用
も
期
待
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
現
状
で
は
少
し
飛
躍
的
な
話
に

な
る
た
め
、
そ
れ
以
前
に
、
動
物
の
基

礎
生
物
学
を
明
ら
か
に
す
る
科
学
的
な

知
見
の
蓄
積
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
す
ぐ
実
用
化
に
は
結
び
つ
か
な
く

て
も
、
将
来
、
誰
か
が
こ
の
研
究
成
果

を
活
用
し
て
新
し
い
発
見
や
応
用
法
を
見

出
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。研
究
者
と
し
て
、

小
さ
な
積
み
重
ね
の一
助
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
の
過
程
で
、
ア
フ
リ
カ
チ
ビ

ネ
ズ
ミ
の
i
P
S
細
胞
の
樹
立
に
成
功
し

ま
し
た
。
日
本
で
は
ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ

ミ
の
入
手
が
困
難
で
す
が
、
i
P
S
細
胞

を
培
養
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織

細
胞
の
研
究
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
樹
立

ま
で
の
試
行
錯
誤
の
過
程
で
は
、
i
P
S

細
胞
の
コ
ロニ
ー
の
形
成
に
成
功
し
た
と
き

や
、
心
臓
の
細
胞
に
分
化
し
た
細
胞
が
拍

動
し
始
め
た
と
き
の
様
子
が
特
に
面
白

く
、
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
いっ
た

場
面
の
一つ一つ
が
、
研
究
を
続
け
る
中
で

の
醍
醐
味
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
界
最
小
の
哺
乳
動
物
の一
種
と
し
て

知
ら
れ
る
ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
（
学
名
：

�
����

���������

）
は
、
5
0
0
円
玉
に

乗
る
ほ
ど
小
さ
い
ネ
ズ
ミ
で
す
。
実
験
動

物
で
あ
る
マ
ウ
ス
（
学
名
：�

���
�
�������

）
と
比
較
す
る
と
体
長
で
3
分

の
1
か
ら
4
分
の
1
、
体
重
に
至
っ
て
は

10
分
の
1
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ

M
u
s
属
に
分
類
さ
れ
、
進
化
的
に
近

縁
な
種
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ

こ
れ
ほ
ど
サ
イ
ズ
が
異
な
る
の
か
と
い
う

疑
問
が
、
こ
の
研
究
の
出
発
点
で
し
た
。

通
常
、
体
の
大
き
さ
が
異
な
る
生
物

種
間
で
は
、
寿
命
や
妊
娠
期
間
な
ど
の

数
値
も
異
な
っ
て
く
る
の
が一
般
的
で
す
。

し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
は
マ
ウ
ス

と
同
じ
く
寿
命
は
約
2
年
、
妊
娠
期
間

は
20
日
前
後
と
、
生
物
学
的
な
特
性
は

ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ア

フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
と
マ
ウ
ス
を
比
較
研

究
す
る
こ
と
で
、
体
の
大
き
さ
を
制
御
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。

ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
の
体
の
大
き
さ

を
決
定
す
る
因
子
と
し
て
最
初
に
注
目

し
た
の
は
成
長
ホ
ル
モン
の
遺
伝
子
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
食
べ
物
や
生
育
環
境
な
ど
も

体
の
大
き
さ
に
影
響
し
ま
す
が
、
最
終
的

に
は
そ
れ
ら
の
要
因
も
遺
伝
子
に
収
束
し

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
と
マ
ウ
ス
の
成

長
ホ
ル
モ
ン
の
D
N
A
配
列
を
比
較
し
て

み
る
と
、
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

こ
れ
だ
け
の
体
格
差
を
説
明
す
る
ほ
ど
の

大
き
な
差
異
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

対
し
、
成
長
ホ
ル
モン
受
容
体
を
解
析
し

た
と
こ
ろ
、
約
６
５
０
個
の
ア
ミ
ノ
酸
で

構
成
さ
れ
る
受
容
体
の
う
ち
50
個
近
く

の
ア
ミ
ノ
酸
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
興
味

深
い
結
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
よ

り
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
受
容
体
の
異
常
に
よ

る
体
の
小
型
化
は
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
種

で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
結
果
が
手
が
か
り
と
な
り
、

ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
の
小
さ
な
体
格
に

影
響
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
絞
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
か
ら
、
い
く
つ
か
の
仮
説
が
立
て

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

解
析
や
遺
伝
子
発
現
の
解
析
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
次
の
段
階
と
し
て
、
具
体
的
な

キ
ー
フ
ァ
ク
タ
ー
を
特
定
す
る
た
め
の
実

験
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ア
ミ
ノ

酸
配
列
を
ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
型
に
変

化
さ
せ
た
遺
伝
子
組
み
換
え
マ
ウ
ス
を
用

い
る
こ
と
で
、
体
格
の
大
き
さ
を
調
整
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
核
心
に
迫
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

アフリカチビネズミの矮小性の原因を遺伝子レベルで探る。

アフリカチビネズミ iPS 細胞の樹立によって、解析手法の拡充を図る。

基礎生物学の発展だけでなく、畜産業や医療への展開を目指す。

〜
生
命
化
学
の
発
展
に
貢
献
し
、畜
産
動
物
の
育
種
改
良
や
医
療
へ
の
応
用
を
目
指
す
〜

ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
を
用
い
た
動
物
の
サ
イ
ズ
調
節
機
構
の
解
明

01

02

03

研究のポイント

小
さ
な
積
み
重
ね
が

次
の
発
見
を
生
み
出
す

ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
は

な
ぜ
そ
ん
な
に
小
さ
い
の
か

サ
イ
ズ
調
節
に
影
響
す
る

領
域
の
解
析
を
進
め
る

鹿大
の
研
究

山口大学 博士（獣医学）2024年3月、2014年～
2020年 山口大学 共同獣医学部 獣医学科、2020
年～2024年 山口大学 共同獣医学研究科、2023年9

月～ 鹿児島大学 共同獣医学部 助教
■所属学会等：日本獣医学会、日本実験動物医学会、日本分子生物学
会、日本実験動物医学専門医協会
■研究分野：○ライフサイエンス / 分子生物学 ○ライフサイエンス / 
獣医学 ○ライフサイエンス / 形態、構造

松屋　純人 （まつや・すみと） 助教
Pr��e

Me�a�

松屋先生とは博士課程在学中に研究室が近かっ
たことからよくお話しするようになりました。在
学中からプログラミングや細胞培養、フィールド

ワークといった多岐にわたる研究をこなしつつ、教育活
動にも積極的に取り組む姿に驚かされました。鹿児島大への赴任
後は、早速松屋先生主導のプロジェクトが始まり、協力体制を築
いています。幅広い研究と教育の守備範囲、そしてアイデアを着
実に実現する能力は松屋先生の大きな魅力です。博士としての
キャリアを本格的にスタートされた松屋先生の今後のさらなる活
躍に期待です。

山口大学共同獣医学部
今井　啓之（いまい・ひろゆき） 助教

共同研究者メッセージ

世界で初めてアフリカチビネズミのiPS細
胞の樹立に成功し、三胚葉への分化能お
よびキメラ動物の発生への寄与を証明。

アフリカチビネズミの研究を糸口に、さま
ざまな哺乳動物に共通するサイズ調節メカ
ニズムの解明を目指す。

共同獣医学部　基礎獣医学講座
松屋純人 助教
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こ
の
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
け

ば
、
例
え
ば
畜
産
動
物
の
成
長
を
制
御

し
、
食
肉
生
産
量
を
増
や
す
こ
と
が
理

論
上
は
可
能
で
す
。
ま
た
、
成
長
ホ
ル
モ

ン
受
容
体
の
異
常
が
が
ん
細
胞
の
増
殖
に

関
与
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

が
ん
治
療
へ
の
応
用
も
期
待
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
現
状
で
は
少
し
飛
躍
的
な
話
に

な
る
た
め
、
そ
れ
以
前
に
、
動
物
の
基

礎
生
物
学
を
明
ら
か
に
す
る
科
学
的
な

知
見
の
蓄
積
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
す
ぐ
実
用
化
に
は
結
び
つ
か
な
く

て
も
、
将
来
、
誰
か
が
こ
の
研
究
成
果

を
活
用
し
て
新
し
い
発
見
や
応
用
法
を
見

出
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。研
究
者
と
し
て
、

小
さ
な
積
み
重
ね
の一
助
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
の
過
程
で
、
ア
フ
リ
カ
チ
ビ

ネ
ズ
ミ
の
i
P
S
細
胞
の
樹
立
に
成
功
し

ま
し
た
。
日
本
で
は
ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ

ミ
の
入
手
が
困
難
で
す
が
、
i
P
S
細
胞

を
培
養
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織

細
胞
の
研
究
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
樹
立

ま
で
の
試
行
錯
誤
の
過
程
で
は
、
i
P
S

細
胞
の
コ
ロニ
ー
の
形
成
に
成
功
し
た
と
き

や
、
心
臓
の
細
胞
に
分
化
し
た
細
胞
が
拍

動
し
始
め
た
と
き
の
様
子
が
特
に
面
白

く
、
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
いっ
た

場
面
の
一つ一つ
が
、
研
究
を
続
け
る
中
で

の
醍
醐
味
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
界
最
小
の
哺
乳
動
物
の一
種
と
し
て

知
ら
れ
る
ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
（
学
名
：

�
����

���������

）
は
、
5
0
0
円
玉
に

乗
る
ほ
ど
小
さ
い
ネ
ズ
ミ
で
す
。
実
験
動

物
で
あ
る
マ
ウ
ス
（
学
名
：�

���
�
�������

）
と
比
較
す
る
と
体
長
で
3
分

の
1
か
ら
4
分
の
1
、
体
重
に
至
っ
て
は

10
分
の
1
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ

M
u
s
属
に
分
類
さ
れ
、
進
化
的
に
近

縁
な
種
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ

こ
れ
ほ
ど
サ
イ
ズ
が
異
な
る
の
か
と
い
う

疑
問
が
、
こ
の
研
究
の
出
発
点
で
し
た
。

通
常
、
体
の
大
き
さ
が
異
な
る
生
物

種
間
で
は
、
寿
命
や
妊
娠
期
間
な
ど
の

数
値
も
異
な
っ
て
く
る
の
が一
般
的
で
す
。

し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
は
マ
ウ
ス

と
同
じ
く
寿
命
は
約
2
年
、
妊
娠
期
間

は
20
日
前
後
と
、
生
物
学
的
な
特
性
は

ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ア

フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
と
マ
ウ
ス
を
比
較
研

究
す
る
こ
と
で
、
体
の
大
き
さ
を
制
御
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。

ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
の
体
の
大
き
さ

を
決
定
す
る
因
子
と
し
て
最
初
に
注
目

し
た
の
は
成
長
ホ
ル
モン
の
遺
伝
子
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
食
べ
物
や
生
育
環
境
な
ど
も

体
の
大
き
さ
に
影
響
し
ま
す
が
、
最
終
的

に
は
そ
れ
ら
の
要
因
も
遺
伝
子
に
収
束
し

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
と
マ
ウ
ス
の
成

長
ホ
ル
モ
ン
の
D
N
A
配
列
を
比
較
し
て

み
る
と
、
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

こ
れ
だ
け
の
体
格
差
を
説
明
す
る
ほ
ど
の

大
き
な
差
異
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

対
し
、
成
長
ホ
ル
モン
受
容
体
を
解
析
し

た
と
こ
ろ
、
約
６
５
０
個
の
ア
ミ
ノ
酸
で

構
成
さ
れ
る
受
容
体
の
う
ち
50
個
近
く

の
ア
ミ
ノ
酸
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
興
味

深
い
結
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
よ

り
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
受
容
体
の
異
常
に
よ

る
体
の
小
型
化
は
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
種

で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
結
果
が
手
が
か
り
と
な
り
、

ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
の
小
さ
な
体
格
に

影
響
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
絞
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
か
ら
、
い
く
つ
か
の
仮
説
が
立
て

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

解
析
や
遺
伝
子
発
現
の
解
析
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
次
の
段
階
と
し
て
、
具
体
的
な

キ
ー
フ
ァ
ク
タ
ー
を
特
定
す
る
た
め
の
実

験
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ア
ミ
ノ

酸
配
列
を
ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
型
に
変

化
さ
せ
た
遺
伝
子
組
み
換
え
マ
ウ
ス
を
用

い
る
こ
と
で
、
体
格
の
大
き
さ
を
調
整
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
核
心
に
迫
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

アフリカチビネズミの矮小性の原因を遺伝子レベルで探る。

アフリカチビネズミ iPS 細胞の樹立によって、解析手法の拡充を図る。

基礎生物学の発展だけでなく、畜産業や医療への展開を目指す。

〜
生
命
化
学
の
発
展
に
貢
献
し
、畜
産
動
物
の
育
種
改
良
や
医
療
へ
の
応
用
を
目
指
す
〜

ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
を
用
い
た
動
物
の
サ
イ
ズ
調
節
機
構
の
解
明

01

02

03

研究のポイント

小
さ
な
積
み
重
ね
が

次
の
発
見
を
生
み
出
す

ア
フ
リ
カ
チ
ビ
ネ
ズ
ミ
は

な
ぜ
そ
ん
な
に
小
さ
い
の
か

サ
イ
ズ
調
節
に
影
響
す
る

領
域
の
解
析
を
進
め
る

鹿大
の
研
究

山口大学 博士（獣医学）2024年3月、2014年～
2020年 山口大学 共同獣医学部 獣医学科、2020
年～2024年 山口大学 共同獣医学研究科、2023年9

月～ 鹿児島大学 共同獣医学部 助教
■所属学会等：日本獣医学会、日本実験動物医学会、日本分子生物学
会、日本実験動物医学専門医協会
■研究分野：○ライフサイエンス / 分子生物学 ○ライフサイエンス / 
獣医学 ○ライフサイエンス / 形態、構造

松屋　純人 （まつや・すみと） 助教
Pr��e

Me�a�

松屋先生とは博士課程在学中に研究室が近かっ
たことからよくお話しするようになりました。在
学中からプログラミングや細胞培養、フィールド

ワークといった多岐にわたる研究をこなしつつ、教育活
動にも積極的に取り組む姿に驚かされました。鹿児島大への赴任
後は、早速松屋先生主導のプロジェクトが始まり、協力体制を築
いています。幅広い研究と教育の守備範囲、そしてアイデアを着
実に実現する能力は松屋先生の大きな魅力です。博士としての
キャリアを本格的にスタートされた松屋先生の今後のさらなる活
躍に期待です。

山口大学共同獣医学部
今井　啓之（いまい・ひろゆき） 助教

共同研究者メッセージ

世界で初めてアフリカチビネズミのiPS細
胞の樹立に成功し、三胚葉への分化能お
よびキメラ動物の発生への寄与を証明。

アフリカチビネズミの研究を糸口に、さま
ざまな哺乳動物に共通するサイズ調節メカ
ニズムの解明を目指す。

共同獣医学部　基礎獣医学講座
松屋純人 助教
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術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
『
ダ
ビ
ン
チ
』
手
術
で
、

全
国
屈
指
の
症
例
数
を
誇
る
に
い
む
ら
病

院
理
事
長
、
新
村
友
季
子
さ
ん
。
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の

女
性
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
新
村
さ
ん
は
、
そ
の
柔
軟

な
視
点
と
行
動
力
で
、
県
内
初
の
ダ
ビ
ン
チ
導
入
を

は
じ
め
、
女
性
泌
尿
器
外
来
の
開
設
や
全
国
初
の
医

療
機
器
（
M
R
I

－

超
音
波
融
合
前
立
腺
生
検
シ
ス

テ
ム
『
U
r
o
N
a
v
（
ウ
ロ
ナ
ビ
）』）
導
入
な
ど
、

泌
尿
器
科
医
療
の
第
一
線
で
活
躍
し
続
け
て
い
ま

す
。
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
い
う
現
代
医
学
の
最
先
端
分

野
を
担
う
新
村
さ
ん
で
す
が
、
も
と
も
と
は
医
師
志

望
で
は
な
か
っ
た
の
だ
そ
う
。「
経
済
学
の
研
究
者

を
志
し
、
博
士
課
程
ま
で
進
ん
だ
も
の
の
挫
折
。
体

を
動
か
す
ほ
う
が
向
い
て
る
の
か
も
と
外
科
医
を
目

指
し
、
鹿
大
医
学
部
に
編
入
学
し
ま
し
た
」。

　昔
か
ら
子
ど
も
が
好
き
だ
っ
た
新
村
さ
ん
。
子
ど

も
は
今
か
、
研
修
が
一
段
落
す
る
10
年
後
か
で
迷
っ

た
末
、
３
年
生
の
時
に
医
学
部
の
先
輩
と
結
婚
。
４

年
生
の
夏
休
み
に
は
男
の
子
を
出
産
し
ま
す
。「
留

年
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
夏
休
み
に
産
ん
で
後
期

か
ら
復
帰
す
る
と
い
う
計
画
妊
娠
・
計
画
出
産
で

す
」。
勉
強
と
育
児
の
両
立
は
大
変
な
よ
う
に
思
い

ま
す
が
、
夫
や
両
親
、
周
囲
の
協
力
を
得
て
乗
り
越

え
た
と
言
い
ま
す
。「
勉
強
も
苦
に
な
ら
な
か
っ
た

で
す
ね
。
医
学
生
と
い
っ
て
も
学
生
な
の
で
、
自
分

の
や
る
べ
き
こ
と
さ
え
や
れ
ば
い
い
。
当
時
は
一
生

懸
命
で
し
た
け
ど
、
医
師
に
な
っ
て
か
ら
の
責
任
に

比
べ
れ
ば
た
い
し
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
振

り
返
り
ま
す
。
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伺
う
と
「
女

性
だ
か
ら
、
ま
だ
若
い
か
ら
、
誰
々
が
言
う
か
ら
と

自
分
の
可
能
性
に
制
限
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。
や

り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
果
敢
に
挑
戦
し
よ
う
」
と
、

熱
い
エ
ー
ル
を
寄
せ
ま
し
た
。

新村 友季子

2005年鹿児島大学医学部卒業。臨床初期研修後、新村病院
に入職。羞恥心から女性が通院しにくい現状を変えるため、
2014年に女性専門の泌尿器科を開設する。2015年理事長に
就任。女性の泌尿器科医として唯一、日本ロボット外科学会国
内A級ライセンス保有。座右の銘は「縁・恩・運」。

にいむら ときこ

PROFILE

手

医療法人真栄会 にいむら病院 理事長

1

　診察室をはじめ院内には、新村さんが好きな現代アーティスト・小
松美羽さんのアートが展示されている。
　学業と子育て、どちらも全力で楽しんだ鹿大生時代。「学業と子育
てを両立できたのは、夫や両親、周囲の支えのおかげです」
2

1

２

年齢や性別などの枠にとらわれず
自分の可能性を信じて挑戦しよう

卒業生メッセージ

1歯科衛生士ブースにおける模型の
歯磨き体験

オープニングセレモニーにて挨拶をする坂本病院長

3臨床検査技師ブースにおける心エ
コー検査体験

2助産師ブースにおける赤ちゃんのお
世話体験

4活動報告を行う鹿児島大学病院
DMAT隊

鹿児島大学病院は、12月１日に外来診療棟・病棟（Ａ棟）
開院記念フェアを開催しました。
　本フェアは、外来診療棟・病棟（Ａ棟）が令和６年９月
18日に開院したことを記念し、鹿児島大学病院で働く医療
従事者にスポットを当て、職業体験、進路相談、見学ツアー
などを通じて、医療職に対する興味・関心を高めていただ
くことを目的に実施されました。
　当日は、対象となる中学生、高校生、大学生、短期大学生、
専門学校生を中心に、約300名の方に来場いただきました。
　各職種のブースでは、妊婦体験や普段触れることのない
医療機器の操作体験、職員による進路相談などのさまざま
な企画が行われ、職員と来場者が笑顔で交流を楽しむ姿が
印象的でした。

　また、各ブースの活動と並行して、ステージでは鹿児島
大学医歯学ダンス部によるダンスパフォーマンスや医学部
保健学科教員による講演会、DMAT※１・DPAT※2 活動報告
会などが行われ、多くの方に観覧いただきました。

※１　DMAT（災害派遣医療チーム：Disaster Medical Assistance Team）
大規模災害や多傷病者が発生した事故などの現場に、急性期（お
おむね 48 時間以内）から活動できる機動性を持った、専門的な
訓練を受けた医療チーム
※２　DPAT（災害派遣精神医療チーム：Disaster Psychiatric Assistance Team）
大規模災害後、被災地域に入り、精神科医療及び精神保健活動
の支援を行う専門的なチーム

11 22 33 44
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新村 友季子

2005年鹿児島大学医学部卒業。臨床初期研修後、新村病院
に入職。羞恥心から女性が通院しにくい現状を変えるため、
2014年に女性専門の泌尿器科を開設する。2015年理事長に
就任。女性の泌尿器科医として唯一、日本ロボット外科学会国
内A級ライセンス保有。座右の銘は「縁・恩・運」。

にいむら ときこ

PROFILE

手

医療法人真栄会 にいむら病院 理事長

1

　診察室をはじめ院内には、新村さんが好きな現代アーティスト・小
松美羽さんのアートが展示されている。
　学業と子育て、どちらも全力で楽しんだ鹿大生時代。「学業と子育
てを両立できたのは、夫や両親、周囲の支えのおかげです」
2

1

２

年齢や性別などの枠にとらわれず
自分の可能性を信じて挑戦しよう

卒業生メッセージ

1歯科衛生士ブースにおける模型の
歯磨き体験

オープニングセレモニーにて挨拶をする坂本病院長

3臨床検査技師ブースにおける心エ
コー検査体験

2助産師ブースにおける赤ちゃんのお
世話体験

4活動報告を行う鹿児島大学病院
DMAT隊

鹿児島大学病院は、12月１日に外来診療棟・病棟（Ａ棟）
開院記念フェアを開催しました。
　本フェアは、外来診療棟・病棟（Ａ棟）が令和６年９月
18日に開院したことを記念し、鹿児島大学病院で働く医療
従事者にスポットを当て、職業体験、進路相談、見学ツアー
などを通じて、医療職に対する興味・関心を高めていただ
くことを目的に実施されました。
　当日は、対象となる中学生、高校生、大学生、短期大学生、
専門学校生を中心に、約300名の方に来場いただきました。
　各職種のブースでは、妊婦体験や普段触れることのない
医療機器の操作体験、職員による進路相談などのさまざま
な企画が行われ、職員と来場者が笑顔で交流を楽しむ姿が
印象的でした。

　また、各ブースの活動と並行して、ステージでは鹿児島
大学医歯学ダンス部によるダンスパフォーマンスや医学部
保健学科教員による講演会、DMAT※１・DPAT※2 活動報告
会などが行われ、多くの方に観覧いただきました。

※１　DMAT（災害派遣医療チーム：Disaster Medical Assistance Team）
大規模災害や多傷病者が発生した事故などの現場に、急性期（お
おむね 48 時間以内）から活動できる機動性を持った、専門的な
訓練を受けた医療チーム
※２　DPAT（災害派遣精神医療チーム：Disaster Psychiatric Assistance Team）
大規模災害後、被災地域に入り、精神科医療及び精神保健活動
の支援を行う専門的なチーム

11 22 33 44
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　鹿児島大学には全国的にも珍しい「樟寿会」と称する名誉教授の会があり、約300名からなる会員同士の親睦を図ること
を主な活動目的としています。今年度も11月16日（土）に第21回総会・記念講演会および懇親会を郡元キャンパス内で開催
しました。今年は大学祭期間と重なったため、会場を昨年の稲盛アカデミー棟から農学部連大建物に移して、総会・記念講演
会などの諸行事を行いました。また、Zoom配信を行い、県外在住の方々も参加しやすい環境を整えました。本年度は、佐野
輝学長・桶田洋明教育学部教授を来賓に迎え、遠くは関東・東海地方からの参加者を含む33名の会員が参集しました。
　記念講演では、桶田洋明教育学部教授が 「絵画の仕組みと描き方」をテーマに講演され、絵画作品が出来上がるまでには
何段階もの下書きを要することを、美しいカラースライドを用いて解説されました。多くの時間と労力を費やして、ようやく一
つの作品が出来上がるのだと改めて感銘を受けました。改めて感銘を受けました。また、佐野輝学長には、「鹿児島大学の現
状と課題」の学長挨拶をいただきました。学長のリーダシップの下で、南九州畜産獣医学教育研究センター、鹿児島の近現代
教育研究センター、大学病院の再開発などを推進した結果、日経
新聞の全国大学地域貢献度調査で総合５位となったとの紹介があ
り、会員一同、鹿児島大学の発展を誇りに思うことでした。
　懇親会は、昨年に引き続きエレガントな雰囲気の「ヴェジマル
シェ」でコース料理を満喫しながら交流を深めました。１分間スピー
チでは、現職時代の雄弁ぶりを発揮される先生もおられ、進行係
がハラハラする場面もありました（笑）。また、余興の「ジャンケン大
会」では、全員が童心に戻って景品獲得を競い合いました。大学祭
キャンパスの活気を感じながら、終始和やかな雰囲気の中で会員
相互の親睦を深めることができました。

【寄稿】「樟寿会便り」 ー第21回総会・記念講演会・懇親会報告ーReport

　本学が推進するサーキュラーエコノミー実証事業に関連して、11月6日
にSHIROYAMAHOTELkagoshimaにおいて、本学、SHIROYAMA 
HOTELkagoshima、株式会社グリーナー、山元酒造株式会社およびサー
キュラーパーク九州株式会社の５者が連携し、食品残渣の堆肥化・飼料化
実証事業の開始に向けた確認書を締結しました。
　本事業において、本学は学内や関係機関に所属する研究者とのコー
ディネートや、製造された堆肥（飼料）の成分を科学的に評価することで
高品質な堆肥（飼料）の製造・利用につなげる役割を担います。

サーキュラーエコノミー実証事業～食品残渣の堆肥化・
飼料化実証事業のための５者連携の開始～

　12月17日、佐野学長以下鹿児島大学一行は、中国・北京市の清華大学で行わ
れた協定締結式に臨み、清華大学との大学間学術交流協定を締結しました。
　本学と清華大学との交流は、2013年に鹿児島県と清華大学との間で締結さ
れた「包括交流に関する覚書」の下、継続して行われてきました。コロナ禍による
一時の中断を見たものの、2023年12月、鹿児島県の覚書の更新を機に、大学間
協定締結が提案され、今回の締結式に至りました。これに先立ち、2024年7月に
は、鹿児島大学稲盛アカデミーと清華大学日本研究センターが合意覚書を締結
し、また本学において清華大学の学生15名のサマープログラムを受け入れるな
ど、既に本格的な交流開始に向けた動きが進んでいます。
　締結式では、清華大学の邱勇書記から鹿児島大学一行に歓迎の言葉が述べられ、佐野学長が、今後、学生交流や共同研究
を中心とした両大学間の交流を発展させたいと応えました。和やかな歓談が行われた後、佐野学長と邱書記が協定書に署
名し、協定が締結されました。
　今後、大学間学術交流協定の下で、両大学間の学生や教職員の交流が一層盛んになることが期待されます。

中国 清華大学と大学間学術交流協定を締結

News

News
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鹿大｢進取の精神｣支援基金への寄附者様ご芳名一覧
鹿大｢進取の精神｣支援基金へのご協力を賜りました皆様に心より御礼申し上げます。
お受けいたしました寄附金は、基金の目的に沿って有意義に活用させていただきます。
ご寄附いただきました皆様方への感謝の意を込めまして、ご芳名等を掲載させていただきます。
なお、ご意向により、ご芳名等の掲載をご希望されない寄附者様につきましては、本誌に掲載いたしておりません。
今後とも、鹿児島大学へのご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

【2024年1月から2024年12月までの寄附者様】 （順不同・敬称略）

令和7年3月
国立大学法人鹿児島大学

学長　佐野 輝
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　鹿児島大学には全国的にも珍しい「樟寿会」と称する名誉教授の会があり、約300名からなる会員同士の親睦を図ること
を主な活動目的としています。今年度も11月16日（土）に第21回総会・記念講演会および懇親会を郡元キャンパス内で開催
しました。今年は大学祭期間と重なったため、会場を昨年の稲盛アカデミー棟から農学部連大建物に移して、総会・記念講演
会などの諸行事を行いました。また、Zoom配信を行い、県外在住の方々も参加しやすい環境を整えました。本年度は、佐野
輝学長・桶田洋明教育学部教授を来賓に迎え、遠くは関東・東海地方からの参加者を含む33名の会員が参集しました。
　記念講演では、桶田洋明教育学部教授が 「絵画の仕組みと描き方」をテーマに講演され、絵画作品が出来上がるまでには
何段階もの下書きを要することを、美しいカラースライドを用いて解説されました。多くの時間と労力を費やして、ようやく一
つの作品が出来上がるのだと改めて感銘を受けました。改めて感銘を受けました。また、佐野輝学長には、「鹿児島大学の現
状と課題」の学長挨拶をいただきました。学長のリーダシップの下で、南九州畜産獣医学教育研究センター、鹿児島の近現代
教育研究センター、大学病院の再開発などを推進した結果、日経
新聞の全国大学地域貢献度調査で総合５位となったとの紹介があ
り、会員一同、鹿児島大学の発展を誇りに思うことでした。
　懇親会は、昨年に引き続きエレガントな雰囲気の「ヴェジマル
シェ」でコース料理を満喫しながら交流を深めました。１分間スピー
チでは、現職時代の雄弁ぶりを発揮される先生もおられ、進行係
がハラハラする場面もありました（笑）。また、余興の「ジャンケン大
会」では、全員が童心に戻って景品獲得を競い合いました。大学祭
キャンパスの活気を感じながら、終始和やかな雰囲気の中で会員
相互の親睦を深めることができました。

【寄稿】「樟寿会便り」 ー第21回総会・記念講演会・懇親会報告ーReport

　本学が推進するサーキュラーエコノミー実証事業に関連して、11月6日
にSHIROYAMAHOTELkagoshimaにおいて、本学、SHIROYAMA 
HOTELkagoshima、株式会社グリーナー、山元酒造株式会社およびサー
キュラーパーク九州株式会社の５者が連携し、食品残渣の堆肥化・飼料化
実証事業の開始に向けた確認書を締結しました。
　本事業において、本学は学内や関係機関に所属する研究者とのコー
ディネートや、製造された堆肥（飼料）の成分を科学的に評価することで
高品質な堆肥（飼料）の製造・利用につなげる役割を担います。

サーキュラーエコノミー実証事業～食品残渣の堆肥化・
飼料化実証事業のための５者連携の開始～

　12月17日、佐野学長以下鹿児島大学一行は、中国・北京市の清華大学で行わ
れた協定締結式に臨み、清華大学との大学間学術交流協定を締結しました。
　本学と清華大学との交流は、2013年に鹿児島県と清華大学との間で締結さ
れた「包括交流に関する覚書」の下、継続して行われてきました。コロナ禍による
一時の中断を見たものの、2023年12月、鹿児島県の覚書の更新を機に、大学間
協定締結が提案され、今回の締結式に至りました。これに先立ち、2024年7月に
は、鹿児島大学稲盛アカデミーと清華大学日本研究センターが合意覚書を締結
し、また本学において清華大学の学生15名のサマープログラムを受け入れるな
ど、既に本格的な交流開始に向けた動きが進んでいます。
　締結式では、清華大学の邱勇書記から鹿児島大学一行に歓迎の言葉が述べられ、佐野学長が、今後、学生交流や共同研究
を中心とした両大学間の交流を発展させたいと応えました。和やかな歓談が行われた後、佐野学長と邱書記が協定書に署
名し、協定が締結されました。
　今後、大学間学術交流協定の下で、両大学間の学生や教職員の交流が一層盛んになることが期待されます。

中国 清華大学と大学間学術交流協定を締結

News

News
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鹿大｢進取の精神｣支援基金への寄附者様ご芳名一覧
鹿大｢進取の精神｣支援基金へのご協力を賜りました皆様に心より御礼申し上げます。
お受けいたしました寄附金は、基金の目的に沿って有意義に活用させていただきます。
ご寄附いただきました皆様方への感謝の意を込めまして、ご芳名等を掲載させていただきます。
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【2024年1月から2024年12月までの寄附者様】 （順不同・敬称略）

令和7年3月
国立大学法人鹿児島大学

学長　佐野 輝
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鹿児島大学理学部 4年

西原 大智 さん

私
の
座
右
の
銘

「
あ
の
時
は
つ
ら
かっ
た
け
ど
、今
振
り
返
っ
て
み
る
と
あ
の

時
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」と
思
え
る
こ
と
が
多
く
、マ
イ
ナ
ス

な
こ
と
も
プ
ラ
ス
な
こ
と
も
全
て
自
分
の
糧
に
な
る
の
だ

と
実
感
。困
難
な
状
況
や
予
期
し
な
い
出
来
事
に
対
し
て

も
前
向
き
な
視
点
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

第４期ＳＫＹＣＡＭＰ
地域に根ざすパイロットを目指して

パ
イ
ロッ
ト
に
な
る
と
い
う
幼
少
期
か

ら
の
夢
を
胸
に
、第
４
期
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ

Ｐ（
２
０
２
４
年
２
〜
３
月
）に
参
加
し

た
西
原
大
智
さ
ん
。８
人
の
参
加
者
か
ら

選
抜
さ
れ
、今
春
パ
イ
ロッ
ト
養
成
機
関

で
あ
る
崇
城
大
学（
熊
本
市
）で
、履
修

証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
生
と
し
て
実
践
的
知
識

や
技
能
を
習
得
し
ま
す
。２
週
間
の
Ｓ
Ｋ

Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
は
多
様
な
学
部・研
究
科
か

ら
集
ま
っ
た
仲
間
と
共
に
、座
学
、シ
ミュ

レ
ー
タ
ー
訓
練
を
通
じ
て
操
縦
の
基
礎

を
学
び
、実
際
に
操
縦
桿
を
操
っ
て
大
空

を
飛
ぶ
感
動
も
体
験
。「
ひ
と
つ
の
目
標

に
向
かっ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活

か
し
て
支
え
合
い
、達
成
を
目
指
す〝
エ
ア

マン
シ
ッ
プ
の
精
神
〞を
学
び
ま
し
た
。操

縦
席
か
ら
見
た
地
上
、海
、空
の
美
し
さ

は
格
別
！
」。技
術
・
知
識
の
向
上
に
加

え
、様
々
な
気
づ
き
を
得
る
場
だ
っ
た
と

振
り
返
り
ま
す
。「
物
怖
じ
せ
ず
に
自
分

の
意
見
を
言
え
る
よ
う
に
な
り
、コ
ミュニ

ケ
ー
ション
能
力
が
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
」。

学
業
・
研
究
の
傍
ら
、独
学
で
資
格
を

取
っ
た
り
英
会
話
サ
ー
クル
Ｅ・Ｓ・Ｓ
で

メ
ンバ
ー
と
英
語
を
勉
強
し
た
り
努
力
を

続
け
る
西
原
さ
ん
。「
安
全
な
運
航
を
通

じ
て
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
や
生
ま
れ

育
っ
た
鹿
児
島
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
、精
いっ
ぱ
い
学
び
、吸
収
し
た
い
」。２

年
間
の
訓
練
を
経
て
パ
イ
ロッ
ト
ラ
イ
セ

ン
ス
を
取
得
後
、Ｊ
Ａ
Ｃ
の
パ
イ
ロッ
ト
と

し
て
鹿
児
島
と
種
子
・
屋
久
島
、奄
美
群

島
を
結
ぶ
航
路
の
運
航
を
担
う
予
定
。

地
元
の
鹿
屋
上
空
を
飛
ぶ
日
を
心
待
ち

に
す
る
西
原
さ
ん
で
す
。
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当社は鹿児島を起点に、全国で街
づくりに広く携わっているプレキャ
ストコンクリート製品のメーカーで
す。人々が安心して過ごせる社会基
盤の構築、環境への配慮、社員の幸
福を追求した働き方改革など幅広
い活動に取り組んでおります。

大学で過ごす期間は、あっという間
ですが大変貴重な時間です。学業
や部活、サークル活動だけでなく、
アルバイトや友人と過ごす時間も
将来必ず役に立つことばかりです。
鹿児島大学で過ごす日々の賜物を
未来の挑戦へとつなげてください！

貴社の業務やSDGsへの取り組み
などについて教えてください

本学の学生に向けて
応援メッセージをお願いします！

［パートナー企業紹介］

アンケートに答えて
鹿児島大学オリジナルグッズをGET!

今後のよりよい誌面作りのため、皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。
アンケートにご協力いただいた方の中から抽選で５名様に『鹿児島大学オリジ
ナルグッズ３点セット』をプレゼントします。

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願いお願い

　鹿大「進取の精神」支援基金は、2015（平成27）年の一般資金創設から、
趣旨にご賛同いただいた多くの皆様方からご支援をいただき、現在では、修
学支援事業基金や学部等支援基金*などの特定資金を加え、本学の教育・研
究活動充実のため、大切に活用させていただいております。一般資金には、ご
不要となりました本などの物品をご提供いただき、その査定金額をご寄附い
ただくリサイクル募金もございます。皆様からのご支援をお待ちしております。

こちらのフォームからご応募ください。

【お問い合わせ先】
鹿児島大学総務部総務課広報・渉外室基金・渉外係

TEL：099-285-3101
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ：
　　　https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

＊学部等支援基金：歯学部・鹿児島大学病院・練習船・医学部学科教育・
教育学部附属学校園・動物病院・工学部教育研究支援基金・
SKLVセンター基金・農学部基金

応募締切

令和7年5月31日（土）
鹿児島大学オリジナル
ノート & クリアファイル & ボールペン
鹿児島大学オリジナル
ノート & クリアファイル & ボールペン［アンケートにおける個人情報の取り扱いについて］

ご提供いただいた個人情報は、プレゼントの発送以外には使用いたしません。

抽選で
５名様に
プレゼント

All things happen for a reason.
(

全
て
の
物
事
に
は
理
由
が
あ
る)

All things happen for a reason.
(

全
て
の
物
事
に
は
理
由
が
あ
る)

1８人で情報を共有して
の飛行はチームの一体感
を味わえる素晴らしい体
験。少しでも興味があれ
ばぜひ挑戦してほしいで
す。 2１期生の立山陸
(写真右)さん・奥紘輔(写
真左)さん、３期生の今井
健晟(写真右から２人め)
さんと一緒に。先輩たち
の存在は本当に心強いの
だそう。　3鹿児島空港
に隣接するフライトト
レーニングセンターで、フ
ライトシミュレーターに
よる操縦訓練や飛行機の
操縦等、通常体験できな
いようなプログラムを受
講しました。2 3

1
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コロナ禍を含む６年間の在任期間中、「グローカル教育拠点」を目指して教育研究環境の
充実を図り、人件費を中心とした財政・組織改革もスピード感を持って進め、本学の発展に
尽力しました。今号では佐野輝学長の退任記念特集を掲載しています。

表紙イラスト はらぐちあつこ（イラストレーター）
　鹿児島大学法文学部法政策学科卒。電力会社勤務を経て、桑沢デザ
イン研究所ビジュアルデザイン科修了。東京のデザインコンサルティング会社でVI・CIデザイ
ン制作業務の他、歴史絵本制作にも携わる。2015年より峰岸達氏に師事。2020年より福岡市
に移住し、フリーランスのイラストレーターとして活動中。

今号の表紙「第13代　鹿児島大学長　佐野 輝」

Instagramでも情報発信中！
kagoshima_univ.koho

＊本誌デザイン基本色には、鹿児島大学が開発した
「かごんまの色®」を使用しています。
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部 員 数：72名［男44名・女28名］

活動場所：鹿児島大学内弓道場

活動日時：毎日 18：00～21：00
土 9：00～12：00

DATA ※2025年2/6 時点
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